
Title 校訂鬼谷子三巻訳稿（2）

Author(s) 高田, 哲太郎

Citation 中国研究集刊. 2006, 42, p. 19-46

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/61167

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



ひ
か
ん

飛
舘

第
五

飛

箱

第

五
l

鬼

谷

子

巻

中
校
訂
鬼
谷
子
三
巻
訳
稿

巻
中
（
前
半
）
「
飛
狩
第
五
」
、
「
杵
合
第
六
」
、
「
描
第
七
」
、
「
摩
第
八
」
、
「
櫂
第
九
」

凡
度
櫂
量
能
、
所
以
徴
遠
来
近
2
。
立
勢
而
制
事
、
必
先
察
同

異
。
別
是
非
之
語
3

、
見
内
外
之
辮
、
知
有
無
之
敷
4
。
決
安
危

之
計
、
定
親
疏
之
事
5°

然
後
乃
櫂
量
之
、
其
有
隠
括
、
乃
可
徴
、

乃
可
求
、
乃
可
用
6

0

1

9

」

(
2
)
 

中
国
研
究
集
刊
結
号
（
四
十
二
号
）
平
成
十
八
年
―
二
月
一
九
ー
四
六
頁

そ
も
そ
も
権
略
（
見
識
）
を
度
り
、
能
力
（
才
能
）
を
量
る
事

は
、
遠
く
の
国
や
人
を
引
き
寄
せ
、
近
く
の
国
や
人
を
自
然
と
こ

ち
ら
に
向
わ
せ
る
す
べ
で
あ
る
。
価
値
付
け
の
原
点
と
し
て
の
有

飛

舘

第

五 は
か

凡
そ
権
を
度
り
能
を
量
る
は
、
遠
き
を
徴
し
近
き
を
来
ら
す
所

以
な
り
。
勢
を
立
て
て
事
を
制
す
る
は
、
必
ず
同
異
を
察
す
。
是

非
の
語
を
別
ち
、
内
外
の
辞
を
見
、
有
無
の
数
を
知
り
、
安
危
の

計
を
決
し
、
親
疎
の
事
を
定
む
。
然
る
後
に
乃
ち
之
を
権
量
し
、

其
の
隠
括
す
る
有
り
て
、
乃
ち
徴
す
べ
く
、
乃
ち
求
む
べ
く
、
乃

ち
用
ふ
べ
し
。

19
」

高

田

哲

太

郎

(19) 
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力
な
立
場
を
確
立
し
、
物
事
を
自
由
に
扱
う
に
は
、
必
ず
そ
の
前

提
と
し
て
、
先
ず
人
の
立
場
の
同
異
を
推
察
す
る
。
つ
ま
り
、
こ

れ
に
よ
り
、
ど
の
様
な
レ
ベ
ル
で
も
の
を
言
っ
て
い
る
の
か
を
つ

か
み
取
り
、
人
が
是
だ
非
だ
と
判
断
し
て
い
る
言
葉
の
前
提
を
識

別
し
、
内
々
の
本
音
と
、
外
、
建
前
の
言
葉
を
観
察
し
、
真
実
と

虚
偽
の
実
際
を
見
抜
き
、
生
き
残
る
に
は
ど
う
す
る
か
と
い
う
安

危
の
計
を
決
定
し
、
誰
を
採
り
、
誰
を
捨
て
る
か
と
い
う
親
疎
の

事
を
定
め
る
の
で
あ
る
。
そ
の
様
に
判
断
し
た
後
で
、
そ
の
前
提

に
基
き
、
相
手
が
こ
の
構
想
を
実
行
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
権
略

（
見
識
）
、
能
力
を
有
す
る
か
を
実
際
に
確
か
め
は
か
り
、
具
体
的

過
程
で
の
調
整
を
行
え
ば
、
人
を
引
き
寄
せ
る
こ
と
も
、
求
め
る

こ
と
も
、
用
い
る
こ
と
も
出
来
る
の
で
あ
る
。

19
」

l

飛
、
謂
作
磐
魯
以
飛
揚
之
。
箱
、
謂
牽
持
鍼
束
、
令
不
得
脱
也
。
言
取

人
之
道
、
先
作
磐
轡
以
飛
揚
之
、
彼
必
露
情
謁
志
而
無
陪
。
然
後
因
其

所
好
牽
持
鍼
束
、
令
不
得
縛
移
而
r

凡
度
其
櫂
略
、
拭
其
材
能
、
為
作
磐
魯
者
、
所
以
徴
遠
而
来
近
也
。
謂

賢
者
所
在
、
或
遠
或
近
。
以
此
徴
来
、
若
燕
昭
維
醐
i

陳
、
即
其
事
也
。

3

言
遠
近
既
至
、
乃
立
賞
罰
之
勢
、
制
能
否
之
事
。
事
勢
既
立
、
必
先
察

窯
輿
之
同
異
、
別
言
語
之
是
非
゜

4

外
謂
浮
虚
、
内
謂
情
買
。
有
無
謂
道
術
能
否
。
又
必
見
其
情
偽
之
辮
、

知
其
能
否
之
敷
也
。

5

既
察
同
異
、
別
是
非
、
見
内
外
、
知
有
無
。
然
後
輿
之
決
安
危
之
計
、

定
親
疏
之
事
、
則
賢
不
肖
可
知
也
。

6

櫂
之
、
所
以
知
其
軽
重
、
鼠
之
、
所
以
知
其
長
短
。
軽
重
既
分
、
長
短

既
形
、
乃
施
隠
括
以
輔
其
曲
直
。
如
此
、
則
徴
之
亦
可
、
求
之
亦
可
、

用
之
亦
可
。

引
鉤
箱
之
僻
、
飛
而
箱
之
7
。
鉤
箱
之
語
、
其
説
辮
也
、
乍
同

乍
異
8
。
其
不
可
善
者
、
或
先
徴
之
而
後
重
累
9°

或
先
重
以
累

而
後
毀
之
10
。
或
以
重
累
烏
毀
、
或
以
毀
為
重
累
11
。
其
用
或
稲

財
貨
、
埼
瑶
、
珠
玉
、
璧
園
‘
采
色
以
事
之
12
、
或
量
能
立
勢
以

鉤
之
13
、
或
伺
候
見
躙
而
箱
之
14
。
其
事
用
抵
峨
1

5

0

2

0

◎
「
吊
」
、
道
蔵
本
「
白
」
に
作
る
。
嘉
慶
十
年
本
に
従
っ
て
改
め
る
。

こ
う
か
ん

鉤
箱
の
辞
を
引
き
、
飛
し
て
之
を
舘
す
。
鉤
舘
の
語
、
其
の
辞

た
ち
ま

を
説
く
や
、
乍
ち
同
じ
く
乍
ち
異
る
。
其
の
善
く
す
べ
か
ら
ざ
る

者
は
、
或
は
先
づ
之
を
徴
し
て
後
に
重
累
し
、
或
は
先
づ
重
ぬ
る

そ

し

き

に
累
を
以
て
し
て
後
に
之
を
毀
り
、
或
は
重
累
を
以
て
毀
と
為
し
、

(20) 



或
は
毀
を
以
て
重
累
と
為
す
。
其
の
用
、
或
は
財
貨
、
埼
瑶
、
珠

玉
、
璧
吊
、
采
色
を
称
し
て
以
て
之
を
事
と
し
、
或
は
能
を
量
り

か
ん

勢
を
立
て
て
以
て
之
を
鉤
し
、
或
は
伺
候
し
て
躙
を
見
て
之
を
舘

す

。

其

の

は

抵

峨

を

用

ふ

。

2

0

」

本
音
を
誘
い
出
し
、
そ
の
心
を
捕
え
る
言
葉
に
よ
り
相
手
を
引

き
寄
せ
、
持
ち
上
げ
賞
賛
す
る
こ
と
で
本
音
を
つ
か
み
、
そ
の
心

を
こ
ち
ら
に
つ
な
ぎ
と
め
る
。
本
音
を
誘
い
出
し
、
そ
の
心
を
捕

え
る
言
葉
、
そ
れ
を
実
際
に
ど
う
用
い
る
か
は
、
状
況
に
よ
り
「
婢

閾
」
し
、
心
を
開
い
て
同
調
し
た
か
と
思
え
ば
、
閉
じ
て
立
場
を

異
に
す
る
こ
と
を
示
し
た
り
す
る
。
う
ま
く
動
か
せ
な
い
相
手
に

は
、
先
ず
そ
の
人
物
を
こ
ち
ら
に
招
き
寄
せ
て
お
い
て
か
ら
精
神

的
圧
力
を
か
け
た
り
、
先
ず
精
神
的
圧
力
を
か
け
て
お
い
て
か
ら
、

そ
の
人
物
を
誹
っ
た
り
、
或
い
は
精
神
的
圧
力
を
か
け
る
こ
と
自

体
で
誹
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
さ
せ
た
り
、
誹
る
こ
と
で
精
神
的
圧

力
を
か
け
た
り
す
る
。
そ
の
や
り
方
は
、
或
い
は
財
産
、
珍
重
品
、

宝
石
、
贈
答
品
、
華
や
か
な
も
の
な
ど
を
掲
げ
て
、
そ
の
人
物
の

反
応
を
観
察
し
た
り
、
相
手
の
能
力
を
量
り
、
そ
れ
に
見
合
う
よ

う
な
責
任
の
あ
る
地
位
、
立
場
を
示
し
て
、
そ
の
本
心
を
誘
い
出

し
た
り
、
相
手
の
言
動
を
よ
く
観
察
し
、
そ
の
心
の
隙
間
を
見
抜

き
そ
の
心
を
捕
え
た
り
す
る
。
こ
れ
ら
の
事
柄
は
、
皆
「
抵
峨
」

（
物
事
の
隙
間
を
手
当
て
す
る
こ
と
。
）
の
方
法
を
用
い
る
。
2
0
」

7

鉤
、
謂
誘
致
其
情
。
言
人
之
材
性
各
有
差
品
。
故
鉤
箱
之
辮
、
亦
有
等

級
。
故
旦
圏
而
得
其
情
曰
鉤
、
外
轡
而
得
其
情
曰
飛
。
得
情
呻
寄
E

持
之
、

令
不
得
脱
移
。
故
回
鉤
箱
、
故
日
飛
箱
゜

不
可
善
、
謂
鉤
笛
之
辮
、
所
不
能
動
。
如
此
圏
‘
必
先
命
徴
召
之
。

重
累
者
、
謂
其
人
既
至
、
然
後
状
其
材
術
所
有
。
知
其
所
能
、
人
或
因

此
従
化
也
。

10

或
有
雖
都
状
其
所
有
、
猶
未
従
化
。
然
後
就
其
材
術
短
者
、
砦
毀
之
、

人
或
過
而
従
之
、
言
不
知
化
者
也
。

11

或
有
状
其
所
有
、
其
短
自
形
。
此
以
重
累
為
毀
也
。
或
有
歴
説
其
短
、

材
術
便
著
。
此
以
毀
為
重
累
也
。
為
其
人
難
動
、
故
或
重
累
之
、
或
皆

毀
之
、
所
以
謳
誘
之
、
令
従
化
国
。

12

其
用
、
謂
人
既
従
化
、
将
用
之
、
必
先
知
其
性
行
好
悪
、
動
以
財
貨
、

采
色
者
、
欲
知
其
人
貪
廉
也
。

13

鼠
其
能
優
劣
‘
然
後
立
去
就
之
勢
以
鉤
其
情
、
以
知

oo知
謀
国
。

，
 

8

謂
説
鉤
箱
之
僻
、
或
婢
而
同
之
、
或
圃
而
異
之
、
故
曰
、
乍
同
乍
異

也。

(21) 



将
欲
用
之
圏
天
下
、
必
度
櫂
量
能
、
見
天
時
之
盛
衰
、
制
地
形

之
廣
狭
、
岨
瞼
之
難
易
、
人
民
貨
財
之
多
少
、
諸
侯
之
交
執
親
、

執
疏
、
執
愛
、
執
憎
16
、
心
意
之
慮
懐
、
審
其
意
、
知
其
所
好
悪
、

乃
就
説
其
所
重
、
以
飛
箱
之
辮
、
鉤
其
所
好
、
以
箱
求
之
1
7
0
2
1
」

◎
「
於
」
、
道
蔵
本
無
し
。
嘉
慶
十
年
本
に
従
っ
て
補
う
。

将
に
之
を
天
下
に
用
ひ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
必
ず
権
を
度
り
能
を

そ
け
ん

量
り
、
天
時
の
盛
衰
を
見
、
地
形
の
広
狭
、
岨
瞼
の
難
易
、
人
民

財
貨
の
多
少
、
諸
侯
の
交
、
執
れ
か
親
、
執
れ
か
疎
、
執
れ
か
愛

し
、
執
れ
か
憎
む
を
制
し
、
心
意
の
慮
懐
は
其
の
意
を
審
に
し
、

其
の
好
悪
す
る
所
を
知
り
、
乃
ち
就
き
て
其
の
重
ん
ず
る
所
を
説

こ
う

き
、
飛
舒
の
辞
を
以
て
其
の
好
む
所
を
鉤
し
、
舘
を
以
て
之
を
求

む。

21」

こ
れ
を
天
下
に
用
い
よ
う
と
す
る
な
ら
、
必
ず
君
主
に
相
当
す

る
人
物
の
権
略
（
見
識
）
を
は
か
り
、
能
力
（
才
能
）
を
量
り
、

世
界
の
情
勢
の
変
化
盛
衰
を
観
察
し
、
土
地
の
広
狭
、
山
岳
（
河

15

為
此
上
事
用
抵
峨
之
術
而
為
之
。

14

謂
伺
彼
行
事
、
見
其
闘
国
而
笛
持
之
、
以
知
其
勇
怯
也
。

川
）
の
要
害
の
程
度
、
と
い
っ
た
地
勢
的
状
況
、
人
口
、
経
済
の

程
度
、
外
交
の
状
態
、
諸
侯
間
の
交
流
の
親
疎
、
愛
憎
の
関
係
を

押
さ
え
、
彼
が
心
の
中
で
何
を
思
い
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
、
そ

の
意
志
を
詳
ら
か
に
し
、
彼
の
好
悪
を
つ
か
み
、
そ
こ
で
彼
の
重

ん
じ
て
い
る
こ
と
を
説
き
、
「
飛
舘
」
（
言
葉
で
本
音
を
誘
い
出
し
、

心
を
捕
え
る
こ
と
。
）
の
言
葉
に
よ
り
、
彼
が
好
む
と
こ
ろ
を
誘
い

出
し
、
そ
の
心
を
捕
え
る
言
葉
で
も
っ
て
、
こ
ち
ら
の
意
図
の
達

成
、
つ
ま
り
彼
を
制
し
、
自
由
に
動
か
す
こ
と
を
求
め
る
の
で
あ

る。

21」

16

将
用
之
於
天
下
、
謂
用
飛
箱
之
術
、
輔
於
帝
王
。
度
櫂
鼠
能
、
欲
知
帝

王
材
能
可
輔
成
否
、
天
時
盛
衰
、
地
形
廣
狭
、
人
民
多
少
。
又
欲
知
天

時
、
地
利
、
人
和
合
其
泰
否
、
諸
侯
之
交
、
親
疏
愛
憎
、
又
欲
知
従
否

之
衆
寡
゜

17

既
審
其
慮
懐
、
知
其
好
悪
。
然
後
就
其
所
最
重
者
而
説
之
、
又
以
飛
笛

之
僻
鉤
其
所
好
。
既
知
其
所
好
、
乃
箱
而
求
之
。
所
好
不
違
、
則
何
説

而
不
行
哉
。

用
之
於
人
、
則
量
知
能
、
櫂
材
力
、
料
氣
勢
、
烏
之
櫃
機
、
以
迎

之
、
随
之
、
以
箱
和
之
、
以
意
宜
之
、
此
飛
箱
之
綴
也
18
。
用
図

於
人
、
則
空
往
而
買
来
、
綴
而
不
失
。
以
究
其
辮
、
可
箱
而
従
、

(22) 



可
箱
而
横
、
可
引
而
東
、
可
引
而
西
、
可
引
而
南
、
可
引
而
北
、

可
引
而
反
、
可
引
而
覆
19
。
雖
覆
能
復
、
不
失
其
度
2
0
0
2
2
」

◎
「
之
」
、
道
蔵
本
無
し
。
嘉
鹿
十
年
本
に
従
っ
て
補
う
。

之
を
人
に
用
ふ
れ
ば
、
則
ち
知
能
を
量
り
、
材
力
を
権
り
、
気

勢
を
料
り
、
之
が
枢
機
と
為
し
、
以
て
之
を
迎
へ
、
之
に
随
ひ
、

舘
を
以
て
之
を
和
し
、
意
を
以
て
之
を
宜
し
く
す
、
此
れ
飛
舘
の

綴
な
り
。
之
を
人
に
用
ふ
れ
ば
、
則
ち
空
も
て
往
き
て
実
も
て
来

り
、
綴
し
て
失
は
ず
。
以
て
其
の
辞
を
究
む
れ
ば
、
舘
し
て
従
に

す
べ
く
、
舘
し
て
横
に
す
べ
く
、
引
き
て
東
す
べ
く
、
引
き
て
西

す
べ
く
、
引
き
て
南
す
べ
く
、
引
き
て
北
す
べ
く
、
引
き
て
反
す

べ
く
、
引
き
て
覆
す
べ
し
。
覆
す
と
雖
も
能
く
復
し
、
其
の
度
を

失

は

ず

。

2

2

」

こ
れ
を
人
に
用
い
よ
う
と
す
る
な
ら
、
知
能
を
量
り
、
見
識
を

は
か
り
、
気
力
を
測
っ
て
、
こ
れ
を
判
断
基
準
と
し
、
こ
ち
ら
か

ら
出
た
り
、
相
手
に
従
っ
た
り
し
て
対
応
し
、
心
を
捕
え
る
言
葉

で
も
っ
て
そ
の
人
物
を
こ
ち
ら
に
同
化
し
、
こ
ち
ら
の
意
に
よ
っ

て
そ
の
人
物
を
然
る
べ
く
扱
う
。
こ
れ
が
「
飛
舘
」
の
、
人
の
心

を
こ
ち
ら
に
縫
い
付
け
る
は
た
ら
き
で
あ
る
。
こ
れ
を
人
に
用
い

る
な
ら
、
空
手
で
行
っ
て
実
を
得
て
帰
る
よ
う
に
、
言
葉
に
由
っ

て
実
際
に
人
を
支
配
で
き
、
人
を
こ
ち
ら
に
縫
い
付
け
て
、
失
う

こ
と
は
な
い
。
こ
の
「
飛
舘
」
と
い
う
考
え
方
に
立
ち
、
そ
の
用

い
る
言
葉
を
究
め
、
こ
れ
に
精
通
す
る
な
ら
、
「
舘
」
し
て
心
を
捕

え
、
縦
に
も
横
に
も
で
き
、
東
西
南
北
い
ず
れ
へ
も
引
く
こ
と
が

で
き
、
そ
の
人
物
を
引
き
寄
せ
て
、
「
反
」
し
て
、
こ
だ
わ
ら
ず
に

問
い
か
け
、
そ
の
前
提
を
つ
か
む
こ
と
も
出
来
る
し
、
「
覆
」
し
て
、

そ
の
つ
か
ん
だ
前
提
か
ら
、
そ
の
既
成
の
価
値
を
覆
し
、
実
際
の

有
る
べ
き
姿
を
示
す
こ
と
も
出
来
る
。
こ
の
「
飛
舘
」
と
い
う
こ

と
に
精
通
し
て
い
る
な
ら
、
相
手
の
前
提
を
覆
し
た
と
し
て
も
、

自
然
な
あ
り
方
に
復
帰
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
主
体
と
し
て
の

物

差

し

を

失

う

こ

と

は

な

い

。

2

2

」

18

用
之
於
人
、
謂
用
飛
笛
之
術
於
諸
侯
也
。
鼠
智
能
、
料
氣
醐
i

者
、
亦

欲
知
其
智
謀
能
否
也
。
櫃
、
所
以
主
門
之
動
静
、
機
、
所
以
主
弩
之
放

殺
。
言
既
知
其
諸
侯
智
謀
能
否
、
然
後
立
法
鎮
其
動
静
、
制
其
放
骰
、

猶
園
之
於
門
、
機
之
於
弩
。
或
先
而
迎
之
、
或
後
而
随
之
、
皆
箱
其

情
以
和
之
、
用
其
意
以
宜
之
。
如
此
則
諸
侯
之
櫂
、
可
得
而
執
、
己
之

恩
筐
、
同
得
而
固
。
故
曰
、
飛
箱
之
綴
也
。
謂
用
飛
箱
之
術
連
於
人

也。

19

用
之
於
人
、
謂
以
飛
箱
之
術
任
使
人
也
。
回
但
以
磐
轡
園
揚
之
。
故

曰
、
空
往
。
彼
則
開
心
露
情
、
蹄
附
於
己
、
故
曰
、
買
来
。
既
得
其
情
、

必
綴
而
勿
失
。
又
令
敷
奏
以
言
、
以
究
其
僻
°
如
此
則
従
横
東
西
南
北

(23) 



凡
趨
合
倍
反
、
計
有
適
合
2
。
化
轄
環
屡
、
各
有
形
勢
。
反
覆
相

求
、
因
事
烏
制
3
。
是
以
聖
人
居
天
地
之
間
、
立
身
御
世
、
施
教

揚
臀
明
名
也
、
必
因
事
物
之
會
、
観
天
時
之
宜
、
因
可
所
多
所
少
。

以
此
先
知
之
、
輿
之
轄
化
4
。
世
無
常
貴
、
事
無
常
師
5°

聖
人

蕪
常
輿
無
不
輿
、
無
所
毘
無
不
聰
6
。
成
於
事
而
合
於
計
謀
、
輿

之
烏
主
7
。
合
於
彼
而
離
於
此
、
計
謀
不
雨
忠
8
。
必
有
反
杵
゜

反
於
是
、
杵
於
彼
、
杵
於
此
、
反
於
彼
。
其
術
也
9
、
用
之
即
天

下
、
必
量
天
下
而
輿
之
、
用
之
即
國
、
必
量
國
而
輿
之
、
用
之
即

家
、
必
量
家
而
輿
之
、
用
之
酌
身
、
必
量
身
材
能
氣
勢
而
輿
之
。

大
小
進
退
、
其
用
一
也
10
。
必
先
謀
慮
、
計
定
而
後
、
行
之
以
飛

箱
之
術
1

1

0

2

3

◎
「
知
」
、
道
蔵
本
「
之
」
に
作
る
。
嘉
慶
十
年
本
に
従
っ
て
改
め
る
。

◎
「
無
常
輿
無
不
輿
、
無
所
聴
無
不
聰
」
、
道
蔵
本
「
常
為
無
不
為
、

所
聰
無
不
聴
」
に
作
る
。
嘉
鹿
十
年
本
に
従
っ
て
改
め
る
。
◎
「
於
」

の
四
字
、
道
蔵
本
欠
。
嘉
慶
十
年
本
に
従
っ
て
補
う
。

杵

合

第

六

l

20

雖
有
覆
敗
、
必
能
復
振
、
不
失
其
節
度
、
此
箱
之
終
也
。

反
覆
、
謂
在
己
之
箱
引
、
無
恩
不
服
固
゜

そ
も
そ
も
、
あ
る
人
や
組
織
に
付
く
か
離
れ
る
か
に
は
、

杵
合

ご
が
ふ

杵
合

第
六

第
六

そ
れ

凡
そ
趨
合
、
倍
反
は
、
計
に
適
合
す
る
有
り
。
化
転
、
環
属
す

る
に
各
々
形
勢
有
り
。
反
覆
相
ひ
求
め
、
事
に
因
り
て
制
を
為
す
。
是

を
以
て
聖
人
、
天
地
の
間
に
居
り
、
身
を
立
て
世
を
御
し
、
教
を

施
し
声
を
揚
げ
、
名
を
明
ら
か
に
す
る
や
、
必
ず
事
物
の
会
に
因

り
、
天
時
の
宜
を
観
、
因
り
て
多
と
す
る
所
、
少
と
す
る
所
を
知

る
。
此
を
以
て
先
づ
之
を
知
り
、
之
と
転
化
す
。
世
に
常
貴
無
く
、

事
に
常
師
無
し
。
聖
人
は
常
典
無
く
し
て
典
ら
ざ
る
無
く
、
聴
く

所
無
く
し
て
聴
か
ざ
る
無
し
。
事
を
成
し
計
謀
に
合
す
れ
ば
、
之

に
興
り
て
主
と
為
る
。
彼
に
合
す
れ
ば
此
よ
り
離
る
。
計
謀
は
両

忠
な
ら
ず
。
必
ず
反
杵
有
り
。
是
に
反
す
れ
ば
彼
に
杵
し
、
此
に

杵
す
れ
ば
彼
に
反
す
。
其
の
術
や
、
之
を
天
下
に
用
ふ
れ
ば
、
必

ず
天
下
を
量
り
て
之
に
典
り
、
之
を
国
に
用
ふ
れ
ば
、
必
ず
国
を

量
り
て
之
に
奥
り
、
之
を
家
に
用
ふ
れ
ば
、
必
ず
家
を
量
り
て
之

に
典
り
、
之
を
身
に
用
ふ
れ
ば
、
必
ず
身
の
材
能
、
気
勢
を
量
り

て
之
に
奥
る
。
大
小
進
退
、
其
の
用
は
一
な
り
。
必
ず
先
づ
謀
慮

し
、
計
、
定
ま
り
て
後
、
之
を
行
ふ
に
飛
舒
の
術
を
以
て
す
。
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に
ふ
さ
わ
し
い
計
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
態
度
を
変
化
さ
せ
、
立

場
を
転
じ
、
さ
ま
ざ
ま
の
勢
力
を
廻
っ
て
い
ず
れ
に
属
す
る
か
に

は
、
各
々
形
勢
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
「
反
覆
」
し
、
こ

だ
わ
ら
ず
そ
の
前
提
を
尋
ね
、
と
ら
わ
れ
ず
そ
こ
か
ら
既
成
の
見

方
を
越
え
、
そ
の
具
体
的
事
例
に
因
り
対
応
し
、
主
体
と
し
て
そ

の
こ
と
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。
だ
か
ら
、
聖
人
は
、
こ
の
天
地

の
間
、
現
象
界
に
あ
っ
て
、
自
分
自
身
を
然
る
べ
く
そ
の
社
会
に

位
置
づ
け
、
そ
の
世
の
中
を
押
さ
え
、
心
を
つ
か
む
言
葉
と
あ
り

方
を
示
し
、
評
価
と
信
頼
を
獲
得
す
る
時
に
は
、
必
ず
物
事
の
そ

れ
が
そ
う
な
る
前
提
、
ポ
イ
ン
ト
に
因
り
、
行
動
に
ふ
さ
わ
し
い

情
勢
を
見
抜
き
、
そ
こ
で
何
を
為
す
べ
き
か
、
為
さ
ざ
る
べ
き
か

を
知
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
、
先
ず
、
現
実
、

現
象
を
知
り
、
こ
の
現
実
に
関
わ
り
無
限
に
変
化
対
応
す
る
。
世

の
中
に
は
、
常
に
絶
対
的
に
貴
い
も
の
は
な
く
、
物
事
に
は
、
こ

れ
さ
え
あ
れ
ば
と
か
、
こ
れ
さ
え
信
ず
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
絶
対

的
手
本
、
基
準
、
師
と
す
る
も
の
な
ど
存
在
し
な
い
。
す
べ
て
の

権
威
は
相
対
的
で
あ
り
、
錯
覚
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
聖
人
は
、

常
に
そ
の
立
場
に
立
つ
と
い
う
立
場
と
い
う
も
の
は
な
く
、
あ
ず

か
る
べ
き
に
あ
ず
か
る
の
で
あ
り
、
必
ず
聴
く
と
い
う
言
説
は
無

く
、
聴
く
べ
き
も
の
を
聴
く
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
ち
ら
の
目

的
と
す
る
こ
と
を
完
成
さ
せ
、
こ
ち
ら
の
計
謀
に
合
致
す
る
な
ら

ば
、
そ
の
立
場
、
考
え
方
に
関
わ
っ
て
、
そ
の
中
心
と
な
る
の
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
当
然
、
ひ
と
つ
の
立
場
に
合
致
す
れ
ば
、
そ
の

対
極
の
立
場
か
ら
は
離
れ
る
こ
と
に
な
る
。
計
謀
と
い
う
も
の
は
、

あ
れ
も
こ
れ
も
思
い
通
り
に
な
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
必
ず
、

「
反
杵
」
、
つ
ま
り
、
こ
だ
わ
ら
ず
に
認
め
る
べ
き
を
認
め
た
り
、

背
く
べ
き
に
背
い
た
り
と
い
う
こ
と
が
出
て
く
る
。
ひ
と
つ
の
立

場
を
、
こ
だ
わ
ら
ず
認
め
れ
ば
、
結
果
と
し
て
、
そ
の
対
極
の
立

場
に
背
く
こ
と
に
な
り
、
ひ
と
つ
の
立
場
に
背
く
な
ら
、
結
果
と

し
て
そ
の
対
極
の
立
場
を
、
こ
だ
わ
ら
ず
に
認
め
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
「
反
杵
」
の
術
、
運
用
は
、
天
下
、
そ
の
世
界
に
用
い
る
時

は
、
必
ず
そ
の
天
下
、
そ
の
世
界
を
量
り
、
こ
う
だ
と
い
う
と
こ

ろ
を
つ
か
ん
だ
上
で
、
こ
れ
に
関
わ
り
、
そ
の
国
に
用
い
る
時
は
、

必
ず
そ
の
国
を
量
り
、
こ
う
だ
と
い
う
と
こ
ろ
を
つ
か
ん
だ
上
で
、

こ
れ
に
関
わ
り
、
そ
の
家
に
用
い
る
時
は
、
必
ず
そ
の
家
を
量
り
、

こ
う
だ
と
い
う
と
こ
ろ
を
つ
か
ん
だ
う
え
で
、
こ
れ
に
関
わ
り
、

自
分
自
身
に
用
い
る
時
は
、
必
ず
自
分
自
身
の
素
質
、
能
力
、
気

迫
、
勢
力
を
量
り
、
こ
う
だ
と
い
う
と
こ
ろ
を
つ
か
ん
だ
上
で
、

こ
れ
に
関
わ
り
扱
う
。
対
象
の
大
小
、
行
動
の
進
退
、
と
い
っ
た

区
別
は
あ
る
が
、
そ
の
用
い
方
は
―
つ
で
あ
る
。
必
ず
先
に
謀
り

考
え
、
計
を
定
め
て
か
ら
、
「
飛
舘
」
（
本
音
を
誘
い
出
し
、
そ
の

心
を
捕
え
る
言
葉
に
よ
り
引
き
寄
せ
る
こ
と
。
）
の
術
、
方
法
に
よ

っ
て
、
こ
の
「
反
杵
」
の
術
を
行
う
の
で
あ
る
。
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8

合
於
彼
、
必
離
於
此
、
是
其
忠
謀
不
得
雨
施
也
。

7

於
事
必
成
、
於
謀
必
合
、
如
此
者
輿
衆
立
之
、
推
以
為
主
也
。

1

大
道
既
隠
、
正
道
不
得
、
坦
然
而
行
。
故
将
合
於
此
、
必
杵
於
彼
。
令

其
不
疑
、
然
後
可
行
其
意
。
閤
律
、
呂
之
去
就
、
是
也
。

2

言
趨
合
倍
反
、
雖
参
差
不
齊
、
然
施
之
計
謀
、
理
乃
適
合
而
r

3
言
倍
反
之
理
、
随
化
而
縛
、
如
連
環
之
脳
。
然
其
去
就
各
有
形
勢
。
或

反
、
或
覆
、
理
自
相
求
、
莫
不
因
彼
事
情
烏
之
立
制
也
。

所
多
所
少
、
謂
政
教
所
宜
多
所
宜
少
也
。
既
知
多
少
所
宜
、
然
後
為
之

増
減
。
故
曰
、
以
此
先
知
。
謂
用
倍
反
之
理
知
之
也
。
轄
化
、
謂
縛
愛

以
従
化
也
。

5
能
仁
烏
貴
、
故
無
常
貴
。
立
善
為
師
、
故
無
常
師
。

6
善
必
烏
之
、
故
無
不
烏
。
無
稽
之
言
、
不
聰
、
故
無
所
聰
゜

9
既
有
不
雨
施
、
宜
行
反
杵
之
術
。
反
杵
者
、
意
欲
反
合
於
此
、
必
行
杵

於
彼
。
杵
者
設
疑
間
図
事
、
令
昧
者
不
知
覺
其
事
也
。

4
 

10

用
之
者
、
謂
回
反
杵
之
術
。
鼠
者
、
謂
園
其
事
業
有
無
。
輿
、
謂
輿

之
親
。
凡
行
杵
者
、
必
稲
其
事
業
所
有
而
親
媚
之
、
則
暗
主
無
従
而
覺
゜

故
得
行
其
術
也
。
所
行
之
術
、
雖
有
大
小
進
退
之
異
、
然
而
至
於
稲
事

揚
親
、
則
一
。
故
曰
、
其
用
一
也
。

11

将
行
反
杵
之
術
、
必
須
先
定
計
謀
、
然
後
行
之
。
又
用
飛
箱
之
術
以
禰

縫
之
。

古
之
善
背
向
者
、
乃
協
四
海
包
諸
侯
、
杵
合
因
地
而
化
轄
之
、
然

後
求
合
12
。
故
伊
弄
五
就
湯
、
五
就
架
‘
而
不
能
有
所
明
、
＿
然
後

合
於
湯
゜
呂
尚
三
就
文
王
、
三
入
殷
、
而
不
能
有
所
明
、
然
後
合

於
文
王
13
。
此
知
天
命
之
箱
。
故
蹄
之
不
疑
也
14
。
非
至
聖
達
奥
、

不
能
御
世
‘
叩
努
心
苦
思
、
不
能
原
事
。
不
悉
心
見
情
、
不
能
成

名
。
材
質
不
恵
、
不
能
用
兵
。
忠
賓
無
倶
、
不
能
知
人
。
故
杵
合

之
道
、
己
必
自
度
材
能
知
嘗
、
量
長
短
遠
近
、
執
不
如
15
、
乃
可

以
進
、
乃
可
以
退
、
乃
可
以
縦
、
乃
可
以
横
1

6

0

2

4

」

◎
「
天
」
、
道
蔵
本
「
之
」
に
作
る
。
四
庫
全
書
本
に
従
っ
て
改
め
る
。

◎
「
然
後
求
合
」
、
道
蔵
本
「
然
後
以
之
求
合
」
に
作
る
。
「
以
之
」

二
字
術
。
嘉
慶
十
年
本
に
従
っ
て
削
る
。
◎
「
而
不
能
有
所
明
」
道

蔵
本
欠
。
嘉
慶
十
年
本
に
従
っ
て
補
う
。
◎
「
非
至
聖
達
奥
」
、
道
蔵

本
「
非
至
聖
人
達
奥
」
に
作
る
。
「
人
」
字
術
。
嘉
慶
十
年
本
に
従
っ
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あ
は

古
の
善
く
背
向
す
る
者
は
、
乃
ち
四
海
を
協
せ
諸
侯
を
包
み
、

天
地
に
杵
合
し
て
化
し
て
之
を
転
じ
、
然
る
後
に
合
を
求
む
。
故

に
伊
手
は
五
た
び
湯
に
就
き
、
五
た
び
架
に
就
く
も
、
明
ら
か
に

す
る
所
有
る
能
は
ず
、
然
る
後
に
湯
に
合
す
。
呂
尚
は
三
た
び
文

王
に
就
き
、
三
た
び
殷
に
入
る
も
、
明
ら
か
に
す
る
所
有
る
能
は

ず
、
然
る
後
、
文
王
に
合
す
。
此
れ
天
命
の
舘
を
知
る
。
故
に
此

れ
に
帰
し
て
疑
は
ざ
る
な
り
。
至
聖
、
達
奥
に
非
ざ
れ
ば
、
世
を

御
す
る
能
は
ず
、
心
を
労
し
思
を
苦
し
ま
し
む
る
に
非
ざ
れ
ば
、

た

ず

っ

く

事
を
原
ぬ
る
能
は
ず
、
心
を
悉
し
情
を
見
ざ
れ
ば
、
名
を
成
す
能

は
ず
。
材
質
、
恵
ま
れ
ざ
れ
ば
、
兵
を
用
ふ
る
能
は
ず
、
忠
実
、

真
無
く
ん
ば
、
人
を
知
る
能
は
ず
。
故
に
杵
合
の
道
は
、
己
、
必

ず
自
ら
材
能
、
知
容
を
度
り
、
長
短
遠
近
、
執
れ
か
如
か
ざ
る
を

量
ら
ば
、
乃
ち
以
て
進
む
べ
く
、
乃
ち
以
て
退
く
べ
く
、
乃
ち
以

て

縦

す

べ

く

、

乃

ち

以

て

横

す

べ

し

。

2

4

」

過
去
の
、
的
確
に
背
く
べ
き
、
就
く
べ
き
相
手
を
見
抜
い
た
も

の
は
、
そ
の
視
野
に
、
天
下
四
海
を
調
和
さ
せ
、
諸
侯
を
包
み
込

み
、
天
地
世
界
の
現
象
に
杵
合
対
応
し
、
一
体
化
し
て
、
そ
の
視

点
を
、
見
る
べ
き
も
の
を
見
る
よ
う
に
転
換
し
、
そ
う
し
た
後
に
、

就
く
べ
き
相
手
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

て
削
る
。
◎
「
非
」
、
道
蔵
本
欠
。
嘉
塵
十
年
本
に
従
っ
て
補
う
。

だ
か
ら
、
伊
手
は
五
度
湯
王
に
就
き
、
五
度
架
に
就
い
た
が
、

そ
れ
で
も
は
っ
き
り
と
就
く
べ
き
相
手
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
ず
、

苦
悩
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
視
点
を
上
昇
さ
せ
、
見
る
べ
き
を

見
る
と
い
う
点
に
到
達
し
、
そ
う
し
た
後
で
湯
王
に
就
い
た
の
で

あ
る
。呂
尚
は
、
三
度
周
の
文
王
に
就
き
、
三
度
殷
に
入
っ
た
が
、
そ

れ
で
も
は
っ
き
り
と
就
く
べ
き
相
手
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
ず
、

苦
悩
の
末
、
的
確
に
つ
か
み
う
る
視
点
に
到
達
し
、
そ
う
し
た
後

で
文
王
に
就
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
二
人
は
、
「
天
命
の
舘
」
、
つ

ま
り
、
「
そ
の
人
に
於
い
て
、
人
為
を
以
っ
て
し
て
は
動
か
し
難
い
、

そ
の
人
の
あ
り
方
を
示
す
言
葉
」
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
だ
か

ら
、
そ
の
あ
る
べ
き
あ
り
方
に
合
致
す
る
現
実
の
具
体
的
立
場
に

確
信
を
持
っ
て
立
ち
、
そ
の
も
の
と
し
て
行
動
で
き
た
の
で
あ
る
。

既
成
の
価
値
、
言
葉
に
し
が
み
つ
き
と
ら
わ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て

自
ら
を
位
置
づ
け
安
心
し
よ
う
と
す
る
己
を
越
え
、
あ
る
べ
き
あ

り
方
に
到
っ
た
聖
人
、
言
薬
の
枠
の
中
で
、
人
と
己
を
比
べ
て
胡

座
を
か
く
様
な
あ
り
方
を
自
ら
否
定
し
、
そ
の
枠
自
体
を
生
み
出

す
原
点
と
し
て
の
あ
り
方
、
言
葉
の
奥
の
そ
の
言
葉
を
生
み
出
す

心
そ
の
も
の
に
達
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
、
言
葉
に
よ
っ
て
組
み

上
げ
ら
れ
た
こ
の
世
界
を
統
御
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
現
実
に

対
応
し
、
自
ら
の
心
に
嘘
を
つ
か
な
け
れ
ば
、
当
然
不
利
益
な
事

が
多
い
が
、
心
を
疲
れ
さ
せ
現
実
の
圧
力
に
耐
え
筋
を
貫
き
、
思
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い
を
苦
し
め
、
そ
の
納
得
の
い
く
解
決
法
を
見
出
そ
う
と
し
な
い

よ
う
で
あ
れ
ば
、
物
事
の
原
点
、
そ
れ
が
何
故
そ
れ
で
あ
る
の
か

を
探
し
当
て
、
見
出
す
こ
と
も
で
き
な
い
し
、
心
を
尽
く
し
と
ら

わ
れ
ず
人
の
本
音
の
あ
り
よ
う
を
見
据
え
な
け
れ
ば
、
名
を
成
し
、

世
間
に
そ
の
評
価
を
動
か
し
が
た
い
も
の
と
認
め
さ
せ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
苦
難
に
耐
え
、
主
体
を
保
持
し
得
る
材
質
に
恵
ま
れ

て
い
な
け
れ
ば
、
軍
を
動
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
自
ら
に
嘘
を

つ
か
ず
、
白
を
白
と
認
め
る
真
が
無
け
れ
ば
、
人
を
知
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
「
杵
合
之
道
」
（
就
く
か
離
れ
る
か
の
判
断

の
方
法
。
）
は
、
自
ら
が
、
必
ず
自
ら
そ
の
素
質
、
能
力
、
知
識
、

見
識
を
は
か
り
、
そ
し
て
、
そ
の
事
に
つ
い
て
の
優
劣
、
お
よ
び

そ
の
関
係
の
親
疎
に
つ
い
て
、
我
と
人
と
、
い
ず
れ
が
及
ば
な
い

か
を
は
か
る
な
ら
、
自
由
に
進
ん
だ
り
退
い
た
り
、
そ
の
こ
と
を

自
由
に
位
置
づ
け
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
2
4
」

12

言
古
之
深
識
背
向
之
理
者
、
乃
合
同
四
海
、
兼
井
諸
侯
、
騒
置
杵
合
之

地
、
然
後
設
法
髪
化
而
縛
移
之
。
衆
心
既
従
、
乃
求
其
偵
主
而
輿
之
合

也。

13

伊
手
、
四
國
所
以
就
架
肘
者
、
以
杵
之
、
令
不
疑
也
。
彼
既
不
疑
、
然

後
得
合
於
其
慎
主
芙
。

司
之
善
用
夭
下
者
、
必
量
夭
下
之
櫂
、
而
描
諸
侯
之
情
。
量
櫂

不
審
、
不
知
強
弱
軽
重
之
稲
。
描
情
不
審
、
不
知
隠
匿
愛
化
之
動

馴荷
謂
量
櫂
。
曰
、
度
於
大
小
、
謀
於
衆
寡
。
稲
貨
材
有
無
之
敷
、

料
人
民
多
＿
少
、
饒
乏
、
有
餘
不
足
幾
何
。
辮
地
形
之
瞼
易
執
利
、

執
害
、
謀
慮
執
長
、
執
短
‘
闊
君
臣
之
親
疏
執
賢
、
執
不
肖
輿
賓

客
之
知
審
執
少
、
執
多
、
観
天
時
之
禍
幅
執
吉
、
執
凶
、
諸
侯
之

親
、
執
用
、
執
不
用
、
百
姓
之
心
、
去
就
髪
化
、
執
安
、
執
危
、

執
好
、
執
憎
、
反
側
執
便
、
能
知
如
此
者
、
是
謂
量
櫂
1

0

2

5

」

◎
「
古
之
善
用
天
下
者
、

1
稲
貨
材
有
無
之
敷
」
、
道
蔵
本
は
「
拙
篇

第
七
」
以
下
に
注
と
し
て
記
載
す
る
。
道
蔵
本
「
貨
材
」
の
下
、
「
之
」

字
有
り
。
嘉
慶
十
年
本
に
よ
っ
て
削
る
。
道
蔵
本
「
之
敷
」
の
二
字

欠
。
嘉
慶
十
年
本
に
よ
っ
て
補
う
。
こ
の
部
分
、
嘉
慶
十
年
本
は
本

揃

篇

第

七

16

既
行
杵
合
之
道
於
不
如
己
者
、
則
進
退
縦
横
、
唯
吾
所
欲
耳
゜

15

夫
杵
合
之
道
、
不
能
行
於
勝
己
、
而
必
用
之
於
不
我
若
。
故
知
誰
不
如
、

然
後
行
之
也
。

14

以
天
命
囮
於
殷
湯
文
王
、
故
二
臣
蹄
二
主
不
疑
也
。
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描

第

七
文
と
す
る
。
四
庫
全
書
本
も
同
じ
。
二
本
に
従
う
。
◎
「
料
人
民
多
」
、

道
蔵
本
欠
。
嘉
慶
十
年
本
、
四
庫
全
書
本
に
よ
っ
て
補
う
。
◎
「
揆
」
、

道
蔵
本
欠
。
嘉
慶
十
年
本
に
よ
っ
て
補
う
。
◎
こ
の
25
」
の
本
文
は
、

「
櫂
篇
第
九
」
の
本
文
が
窟
入
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
（
房
立

中
の
説
）

の
善
＜
天
下
を
用
ひ
る
者
は
、
必
ず
天
下
の
権
を
量
り
、
諸

侯
の
情
を
描
す
。
権
を
量
る
こ
と
審
な
ら
ざ
れ
ば
、
強
弱
、
軽
重

の
称
を
知
ら
ず
。
情
を
描
す
る
こ
と
審
な
ら
ざ
れ
ば
、
隠
匿
、
変

化
の
動
静
を
知
ら
ず
。

何
を
か
権
を
量
る
と
謂
ふ
。
日
く
、
大
小
に
度
り
、
衆
寡
に
謀

る
。
貨
財
、
有
無
の
数
を
称
り
、
人
民
の
多
少
、
饒
乏
、
有
餘
不

足
の
幾
何
な
る
か
を
料
り
、
地
形
の
険
易
、
執
れ
か
利
あ
り
、
執

れ
か
害
あ
る
、
謀
慮
、
執
れ
か
長
じ
、
執
れ
か
短
な
る
か
を
絣
じ
、

君
臣
の
親
疎
、
執
れ
か
賢
に
し
て
、
執
れ
か
不
肖
な
る
と
、
賓
客

は
か

の
知
容
、
執
れ
か
少
く
、
執
れ
か
多
き
か
を
揆
り
、
天
時
の
禍
福
、

執
れ
か
吉
に
し
て
、
執
れ
か
凶
な
る
、
諸
侯
の
親
、
執
れ
か
用
ひ
、

執
れ
か
用
ひ
ざ
る
、
百
姓
の
心
、
去
就
、
変
化
、
執
れ
か
安
に
し

て
、
執
れ
か
危
く
、
執
れ
か
好
み
、
執
れ
か
憎
む
、
反
側
執
れ
か

便
な
る
か
を
観
る
、
能
＜
此
の
如
き
者
を
知
る
、
是
れ
権
を
量
る

古
の
、
的
確
に
そ
の
天
下
、
世
界
を
動
か
し
た
者
は
、
必
ず
「
天

下
の
権
」
、
（
そ
の
世
界
の
価
値
基
準
）
を
量
り
、
諸
侯
の
「
情
」

（
本
音
）
を
描
し
て
推
し
量
っ
た
。
「
権
」
を
詳
ら
か
に
量
ら
な
け

れ
ば
、
本
当
の
強
弱
、
実
力
、
事
の
重
要
度
の
基
準
は
わ
か
ら
な

い
。
「
情
」
を
詳
ら
か
に
描
し
推
し
量
ら
な
け
れ
ば
、
隠
さ
れ
た
実

態
、
変
化
の
動
静
は
わ
か
ら
な
い
。

「
権
」
を
量
る
と
い
う
の
は
、
大
き
い
か
小
さ
い
か
と
言
う
点

で
量
り
、
多
い
か
少
な
い
か
と
い
う
点
で
量
る
、
つ
ま
り
、
大
き

い
と
い
う
こ
と
に
基
い
て
考
え
て
い
る
か
、
小
さ
い
と
い
う
こ
と

に
基
い
て
考
え
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
、
多
い
と
い
う
こ
と
、
少

な
い
と
い
う
こ
と
に
基
い
て
考
え
て
い
る
の
か
、
そ
の
基
準
の
置

き
所
の
程
度
を
量
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
物
資
、
資
産
の
有
無

の
程
度
を
は
か
り
、
人
口
、
経
済
状
態
の
程
度
を
は
か
り
、
地
理

的
条
件
の
利
不
利
、
計
画
構
想
判
断
能
力
の
優
劣
を
判
別
し
、
君

臣
関
係
の
個
々
の
親
密
度
の
状
態
、
つ
ま
り
、
賢
者
（
克
己
者
）

と
不
肖
者
（
エ
ゴ
イ
ス
ト
）
が
ど
の
程
度
の
状
態
で
関
わ
っ
て
い

る
の
か
と
、
賓
客
（
顧
問
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
の
具
体
的
能
力
、

見
識
の
程
度
を
は
か
り
、
時
代
の
状
況
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
も

描

第

七

と
謂
ふ
。

芭
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情
を
描
す
と
は
、

必
ず
其
の
甚
だ
喜
ぶ
の
時
を
以
て
、
往
き
て

の
が
ど
う
有
利
に
は
た
ら
く
か
、
不
利
に
は
た
ら
く
の
か
、
諸
侯

間
の
親
交
に
於
い
て
は
、
誰
が
誰
を
用
い
て
い
る
の
か
、
ま
た
用

い
て
い
な
い
の
か
、
人
民
の
、
上
へ
の
信
頼
度
の
動
向
変
化
に
つ

い
て
は
、
安
定
し
て
い
る
の
か
、
危
険
な
状
態
で
あ
る
の
か
、
上

を
好
ん
で
い
る
の
か
、
憎
ん
で
い
る
の
か
、
反
側
（
寝
返
り
）
に

つ
い
て
は
、
誰
が
そ
の
可
能
性
が
高
い
の
か
を
観
察
す
る
。
こ
の

様
な
事
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
事
、
こ
れ
が
、
「
権
」
を
量

る

と

い

う

事

で

あ

る

。

2

5

」

l

天
下
之
情
、
必
見
於
櫂
也
。
善
於
鼠
櫂
、
其
情
可
得
而
知
之
。
知
其
情

而
用
之
者
、
何
適
而
不
可
哉
。

描
情
者
、
必
以
其
甚
喜
之
時
、
往
而
極
其
欲
也
。
其
有
欲
也
、
不

能
隠
其
情
。
必
以
其
甚
憚
之
時
、
往
而
極
其
悪
也
。
其
有
悪
也
、

不
能
隠
其
情
。
情
欲
必
圃
其
髪
2
。
感
動
而
不
知
其
髪
者
、
乃
且

錯
其
人
勿
輿
語
、
而
更
問
国
所
親
、
知
其
所
安
3
。
夫
情
愛
於
内

者
、
形
見
於
外
。
故
常
必
以
其
見
者
而
知
其
隠
者
、
此
所
謂
測
深

描
情
4

0

2

6

」

◎
「
出
」
、
道
蔵
本
「
失
」
に
作
る
。
嘉
鹿
十
年
本
に
よ
っ
て
改
め
る
。

◎
「
其
」
、
道
蔵
本
欠
。
器
鹿
十
年
本
に
よ
っ
て
補
う
。

其
の
欲
を
極
む
。
其
の
欲
有
る
や
、
其
の
情
を
隠
す
能
ば
ず
。
必

お

そ

を

ず
其
の
甚
だ
憚
る
る
の
時
を
以
て
、
往
き
て
其
の
悪
を
極
む
。
其

の
悪
有
る
や
、
其
の
情
を
隠
す
能
は
ず
。
情
、
欲
は
必
ず
其
の
変

し
ば
ら

に
出
づ
。
感
動
す
る
も
其
の
変
を
知
ら
ざ
る
者
は
、
乃
ち
且
＜
其

お

す

な

は

の
人
を
錯
き
て
典
に
語
る
勿
れ
、
而
ち
更
に
其
の
親
し
む
所
に
問

ひ
て
、
其
の
安
ん
ず
る
所
を
知
る
。
夫
れ
情
、
内
に
変
ず
る
者
は
、

あ
ら
は

形
、
外
に
見
る
。
故
に
常
に
其
の
見
る
る
者
を
以
て
し
て
其
の
隠

る
る
者
を
知
る
、
此
れ
所
謂
、
深
を
測
り
情
を
描
す
る
な
り
。

」
6
 
2
 

「
情
」
を
拙
し
て
推
し
量
る
と
は
、
必
ず
そ
の
人
物
が
非
常
に

喜
ん
だ
と
き
に
、
直
に
彼
が
望
む
と
こ
ろ
を
突
き
止
め
る
の
で
あ

る
。
そ
の
人
物
に
望
む
と
こ
ろ
が
あ
る
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
時
に

は
そ
の
本
音
を
隠
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
必
ず
そ
の
人
物

が
非
常
に
怯
え
て
い
る
と
き
に
、
直
に
彼
が
憎
む
と
こ
ろ
を
突
き

止
め
る
の
で
あ
る
。
そ
の
人
物
に
憎
む
と
こ
ろ
が
あ
る
な
ら
、
こ

の
よ
う
な
時
に
は
、
そ
の
本
音
を
隠
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
情
欲
」

（
本
音
、
願
望
）
と
い
う
も
の
は
、
必
ず
そ
の
人
物
の
心
の
変
化

し
た
と
き
に
現
れ
る
。
何
事
か
に
感
動
し
た
時
で
も
、
そ
の
心
の

変
化
が
わ
か
ら
な
い
人
物
は
、
し
ば
ら
く
そ
の
人
を
避
け
、
話
を

し
て
は
い
け
な
い
。
そ
う
し
て
、
更
に
、
そ
の
人
物
が
親
し
ん
で

い
る
人
物
に
尋
ね
、
彼
が
拠
っ
て
立
つ
と
こ
ろ
を
知
る
の
で
あ
る
。
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そ
も
そ
も
「
情
」
（
本
音
）
と
い
う
も
の
は
、
心
の
内
で
変
化
が
あ

っ
た
と
き
は
、
形
と
し
て
外
面
に
現
れ
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

常
に
必
ず
そ
の
現
れ
た
も
の
に
よ
っ
て
、
そ
の
背
後
の
隠
さ
れ
た

も
の
を
つ
か
む
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
所
謂
、
深
い
と
こ
ろ
を
測

り
、
本
音
を
描
し
て
推
し
量
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
2
6
」

2

夫
人
之
性
、
甚
喜
則
所
欲
著
。
甚
憚
則
所
悪
彰
。
故
因
其
彰
著
而
往
極

之
。
悪
欲
既
極
則
其
情
不
開
。
是
以
情
欲
因
喜
憚
之
嬰
而
生
也
。

3

雖
因
喜
憫
之
時
、
意
欲
悪
感
動
、
而
尚
不
知
其
愛
、
如
此
者
乃
且
置
其

人
無
輿
之
語
、
徐
徐
更
問
其
人
之
所
親
、
則
其
情
欲
所
安
、
可
知
也
。

4

夫
情
貌
不
差
、
内
愛
者
必
見
外
貌
。
故
常
以
其
外
見
而
知
其
内
隠
。
観

色
而
知
情
者
、
必
用
此
道
。
此
所
謂
測
深
推
情
也
。

故
計
國
事
者
、
則
営
審
量
櫂
、
説
人
主
則
営
審
描
情
。
謀
慮
、
情

欲
、
必
出
於
此
5
。
乃
可
貴
、
乃
可
賤
、
乃
可
重
、
乃
可
軽
、
乃

可
利
、
乃
可
害
、
乃
可
成
、
乃
可
敗
、
其
敷
一
也
6
。
故
雖
有
先

王
之
道
、
聖
智
之
謀
、
非
拙
情
、
隠
匿
無
所
索
之
。
此
謀
之
大
本

也
。
而
説
之
法
也
7°

常
有
事
於
人
、
人
莫
圏
先
。
囲
事
而
至
、

此
最
難
為
8°

故
曰
、
描
情
、
最
難
守
司
。
言
必
時
其
謀
慮
9
0

故
観
蛸
飛
蟷
動
、
無
不
有
利
害
、
可
生
事
美
。
生
事
者
、
幾
之

勢
也
10
。
此
描
情
飾
言
成
文
章
而
後
論
之
110

◎
「
能
」
、
「
先
」
道
蔵
本
欠
。
嘉
鹿
十
年
本
に
よ
っ
て
補
う
。

故
に
国
事
を
計
る
者
は
、
則
ち
当
に
権
を
量
る
に
審
な
る
べ
く
、

人
主
に
説
く
は
、
則
ち
当
に
描
情
に
審
な
る
べ
し
。
謀
慮
、
情
欲
、

必
ず
此
よ
り
出
づ
゜
乃
ち
貴
く
す
べ
く
、
乃
ち
賎
し
く
す
べ
く
、

乃
ち
重
ん
ず
べ
く
、
乃
ち
軽
ん
ず
べ
く
、
乃
ち
利
す
べ
く
、
乃
ち

害
す
べ
く
、
乃
ち
成
す
べ
く
、
乃
ち
敗
る
べ
き
も
、
其
の
数
は
一

な
り
。

故
に
先
王
の
道
、
聖
智
の
謀
有
り
と
雖
も
、
情
を
描
す
る
に
非
ず

ん
ば
、
隠
匿
、
之
を
索
む
る
所
無
し
。
此
れ
謀
の
大
本
な
り
。
而

し
て
説
の
法
な
り
。
常
に
事
の
人
に
有
る
も
、
人
、
能
く
先
ん
ず

る
莫
し
。
事
に
先
ん
じ
て
至
る
、
此
れ
最
も
為
し
難
し
。
故
に
日

く
、
「
情
を
描
す
る
は
、
最
も
守
司
し
難
し
、
」
と
。
言
ふ
こ
こ
ろ

け
ん
び
ぜ
ん
ど
う

は
、
必
ず
其
の
謀
慮
に
時
あ
り
。
故
に
蛸
飛
蟷
動
を
観
る
に
、
利

害
有
ら
ざ
る
無
く
、
以
て
事
の
美
を
生
ず
べ
し
。
事
を
生
ず
る
は
、

幾
の
勢
な
り
。
此
れ
情
を
描
し
言
を
飾
り
、
文
章
を
成
し
て
後
、

之

を

論

ず

る

な

り

。

2

7

」

だ
か
ら
、
国
事
を
計
る
に
は
、
詳
細
に
「
権
」
（
価
値
基
準
）
を
量

ら
ね
ば
な
ら
ず
、
君
主
に
説
く
場
合
に
は
、
そ
の
「
情
」
（
本
音
）

を
推
し
量
る
こ
と
に
精
密
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
相
手
の
計
画

27 
'-
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や
本
音
、
欲
望
は
、
必
ず
こ
の
手
続
き
に
よ
っ
て
、
眼
前
に
現
れ

る
。
そ
こ
で
こ
れ
を
つ
か
ん
で
し
ま
え
ば
、
自
由
自
在
に
相
手
を

扱
い
、
貴
く
も
卑
し
く
も
、
重
視
さ
せ
る
こ
と
も
軽
視
さ
せ
る
こ

と
も
、
利
す
る
こ
と
も
害
す
る
こ
と
も
、
完
成
さ
せ
る
こ
と
も
挫

折
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
相
手
の
レ
ベ
ル
、
意
図
を
読
み
取

る
こ
と
で
主
体
を
確
立
し
、
支
配
す
る
と
い
う
、
そ
の
道
理
は
同

じ
事
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
「
先
王
の
道
」
、
「
聖
智
の
謀
」
と
い
っ
た
過
去
の
優

れ
た
手
本
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
知
識
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
相
手
の

本
音
、
「
情
」
を
描
し
て
推
し
量
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
な
ら
、
相

手
の
隠
さ
れ
た
意
図
、
本
音
は
、
こ
れ
を
求
め
る
す
べ
が
な
い
。

「
描
情
」
は
、
謀
の
根
本
で
あ
り
、
説
得
の
方
法
で
あ
る
。
常
に

事
柄
は
人
の
目
の
前
に
あ
る
が
、
た
い
て
い
誰
も
そ
の
事
に
先
ん

ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
事
に
先
ん
じ
て
至
る
、
つ
ま
り
先

見
の
明
、
こ
れ
が
最
も
難
し
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
次

の
よ
う
に
言
わ
れ
る
、
「
本
音
を
描
し
て
推
し
量
る
こ
と
は
、
最
も

そ
の
立
場
を
守
り
然
る
べ
く
扱
う
こ
と
が
難
し
い
も
の
で
あ
る
。
」

と
。
こ
れ
は
、
必
ず
そ
の
計
画
に
は
、
そ
の
時
と
い
う
も
の
が
あ

る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
飛
び
回
り
這
い
回
る
昆
虫

の
動
き
を
見
て
も
、
利
害
に
左
右
さ
れ
な
い
も
の
は
な
く
、
そ
の

時
に
因
っ
て
動
く
か
ら
こ
そ
、
美
し
い
光
景
を
生
み
出
せ
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
を
生
ず
る
も
の
は
、
ほ
ん
の
か
す
か

な
兆
し
の
流
れ
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
本
音
を
描
し
て
推
し
量

り
、
言
葉
を
飾
り
、
文
章
を
作
り
上
げ
て
、
そ
れ
か
ら
論
ず
る
と

い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

27
」

5

審
櫂
鼠
、
則
國
事
可
計
、
審
描
情
、
則
人
主
可
説
。
至
於
謀
慮
情
欲
、

皆
描
而
後
行
。
故
曰
、
謀
慮
情
欲
、
必
出
於
此
也
。

6

言
審
於
描
術
、
則
貴
賤
成
敗
、
唯
己
所
制
、
無
非
描
術
所
烏
。
故
曰
、

其
術
、
一
也
。

7

先
王
之
道
、
聖
智
之
謀
、
雖
弘
畷
玄
妙
、
若
不
兼
描
情
之
術
、
則
彼
之

開
匿
、
従
何
而
求
之
。
然
則
撒
情
者
、
乃
成
謀
之
因
本
而
説
之
法
制

也。

8

挟
描
情
之
術
者
、
必
包
獨
見
之
明
。
故
有
事
於
人
、
人
莫
能
先
也
。
又

能
窮
幾
盪
愛
、
故
先
事
而
至
。
自
非
腑
玄
極
妙
、
則
莫
能
烏
此
癸
。
故

曰
、
此
圏
難
為
者
也
。

9

人
情
、
険
於
山
川
、
難
於
知
天
。
今
欲
描
度
而
守
司
之
、
不
亦
難
乎
。

故
曰
、
描
情
、
最
難
守
司
。
謀
慮
、
出
於
人
情
、
必
営
知
其
時
節
。
此

其
所
以
国
霞
難
也
。
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摩

第

八

10

蛸
飛
姻
動
、
微
虫
耳
。
亦
猶
懐
利
害
之
心
。
故
順
之
則
喜
悦
、
逆
之
則

勃
怒
。
況
於
人
乎
、
況
於
鬼
紳
乎
。
是
以
利
害
者
、
理
所
不
能
無
。
順

逆
者
、
事
之
所
必
行
。
然
則
順
之
招
利
、
逆
之
致
害
、
理
之
常
也
。
故

観
此
可
以
成
生
事
之
美
。
生
事
者
、
必
審
幾
微
之
勢
。
故
曰
、
生
事
者
、

幾
之
勢
也
。

11

言
既
描
其
情
、
然
後
修
飾
言
語
以
遵
之
。
故
説
僻
必
使
成
文
章
而
后
可

論
也
。

摩
闇
口
圏
之
薗
也
。
内
符
者
、
描
之
主
也
l
。
用
之
有
道
。
其

道
必
隠
2
。
微
摩
之
以
其
所
欲
、
測
而
探
之
、
内
符
必
應
゜
其
卿

應
也
、
必
有
烏
之
3
0

故
微
而
去
之
、
是
謂
塞
命
匿
端
、
隠
貌
逃
情
、
而
人
不
知
。
故

詈

其

事

而

無

患

4°

摩
之
在
此
、
符
之
在
彼
。
従
而
應
之
、
事

無
不
可

5

0

2

8

」

◎
「
摩
者
、
描
之
術
也
」
、
道
蔵
本
「
摩
之
符
也
」
に
作
る
。
嘉
疫
十

年
本
に
よ
っ
て
改
め
る
。
◎
「
所
」
、
「
能
」
、
道
蔵
本
欠
。
嘉
慶
十
年

本
に
よ
っ
て
補
う
。

摩

第

八

摩
は
、
描
の
術
な
り
。
内
符
は
、
描
の
主
な
り
。
之
を
用
ふ
る

に
道
有
り
。
其
の
道
は
、
必
ず
隠
に
す
。
微
に
之
を
摩
す
る
に
其

の
欲
す
る
所
を
以
て
し
、
測
り
て
之
を
探
れ
ば
、
内
符
、
必
ず
応

ず
。
其
の
応
ず
る
所
や
、
必
ず
之
を
為
す
有
り
。

は
う

故
に
微
に
し
て
之
を
去
る
、
是
れ
卵
を
塞
ぎ
、
端
を
匿
し
、
貌

を
隠
し
情
を
逃
れ
て
人
知
ら
ず
、
と
謂
ふ
。
故
に
能
＜
其
の
事
を

成
し
て
患
無
し
。
之
を
摩
す
る
は
此
に
在
り
、
之
に
符
す
る
は
彼

に
在
り
。
従
り
て
之
に
応
ず
れ
ば
、
事
、
可
な
ら
ざ
る
無
し
。

28
」

「
摩
」
（
探
り
を
入
れ
る
こ
と
。
）
は
、
「
描
」
（
本
音
を
推
し
量

る
こ
と
。
）
の
技
術
で
あ
る
。
「
内
符
」
（
心
の
内
の
割
符
、
そ
の

気
、
具
体
的
好
悪
。
）
は
「
描
」
の
主
体
で
あ
る
。
「
摩
」
を
用
い

る
に
は
、
然
る
べ
き
道
、
方
法
が
あ
る
。
そ
の
方
法
と
は
、
必
ず

そ
れ
と
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
、
そ
の
意
図
を
隠
す
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
密
か
に
相
手
を
「
摩
」
す
る
に
は
、
相
手
が
望
ん
で
い
る

も
の
を
用
い
、
推
測
し
て
相
手
の
本
音
を
探
っ
た
な
ら
ば
、
相
手

の
「
内
符
」
（
そ
の
気
）
は
必
ず
反
応
す
る
。
そ
れ
が
反
応
す
れ
ば
、

必
ず
そ
の
に
つ
い
て
動
き
が
現
れ
る
。
そ
こ
で
、
密
か
に
こ
ち

摩

第

八
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ら
の
意
図
を
明
ら
か
に
せ
ず
、
相
手
か
ら
離
れ
る
。
こ
れ
が
、
あ

け
た
穴
を
塞
ぎ
、
兆
し
を
隠
し
、
こ
ち
ら
の
様
相
を
隠
し
、
相
手

の
本
音
に
関
わ
ら
な
い
よ
う
逃
れ
去
っ
て
、
誰
も
気
づ
か
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
そ
の
こ
と
を
成
し
遂
げ
て
も
心

配
は
な
い
の
で
あ
る
。
「
摩
」
主
体
は
こ
ち
ら
に
あ
り
、
「
符
」
（
そ

の
気
）
は
相
手
に
あ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
に
対
応
し
行
動
す
れ
ば
、

で

き

な

い

事

は

な

い

。

2

8

」

l

謂
描
知
其
情
、
然
後
以
其
所
欲
摩
之
。
故
摩
為
描
之
術
。
内
符
者
、
謂

情
欲
動
於
内
、
而
符
瞼
見
於
外
。
描
者
、
見
外
符
而
知
内
情
。
故
曰
、

回
符
、
鳥
描
之
主
也
。

2

描
者
、
所
以
度
其
情
慕
、
摩
者
、
所
以
動
頂
茂
幅
符
。
用
描
摩
者
、
必
先

定
其
理
。
故
曰
、
用
之
有
道
。
然
則
以
情
度
情
。
情
本
潜
密
。
故
曰
、

其
道
必
陸
也
。

3

言
既
描
知
其
情
所
趨
向
、
然
後
以
其
所
欲
、
微
而
摩
之
。
得
所
欲
、
而

情
必
動
、
又
測
而
探
之
。
如
此
則
内
符
必
應
。
内
符
必
應
、
必
欲
為
其

所
為
也
。

4

君
餅
面
誓
E

、
事
必
可
成
、
然
後
従
之
。
臣
事
貴
於
無
成
有
終
。
故
微
而

去
之
爾
。
若
己
不
同
於
此
計
、
令
功
蹄
於
君
、
如
此
可
謂
塞
命
匿
端
、

陰
貌
逃
情
。
情
逃
而
命
塞
、
則
人
何
従
而
知
之
。
人
既
不
之
所
以
息
其

僭
妬
。
故
能
成
事
而
無
患
也
。

5

此
摩
甚
微
、
彼
應
自
著
。
観
者
但
観
其
著
而
不
見
其
微
。
如
此
、
用
之

功
、
専
在
彼
。
故
事
無
不
可
也
。

古
之
善
摩
者
、
如
操
鉤
而
臨
深
淵
、
餌
而
投
之
、
必
得
魚
焉
。

故
曰
、
主
事
日
成
而
人
不
知
、
主
兵
日
勝
而
人
不
畏
也
6
。
聖
人

謀
之
於
陰
。
故
曰
、
紳
。
成
之
於
陽
、
故
曰
、
明
7
。
所
謂
主
事

日
成
者
、
積
徳
也
。
而
民
安
之
、
不
知
其
所
以
利
。
積
善
也
。
而

民
道
之
、
不
知
其
所
以
然
、
而
天
下
比
之
紳
明
也
8
。
主
兵
日
勝

者
、
常
戦
於
不
争
不
費
、
而
民
不
之
所
以
服
、
不
知
所
以
畏
而
天

下
比
之
紳
明
9

0

2

9

は
り

の
善
＜
摩
す
る
者
は
、
鉤
を
操
り
て
深
遠
に
臨
み
、
餌
し
て

之
を
投
ず
れ
ば
、
必
ず
魚
を
得
る
が
如
し
。
故
に
日
く
、
事
に
主

た
り
て
日
々
成
る
も
、
人
は
知
ら
ず
、
兵
に
主
た
り
て
日
々
に
勝

つ
も
、
人
は
畏
れ
ず
、
と
。
聖
人
は
之
を
陰
に
謀
る
、
故
に
日
く
、

神
。
之
を
陽
に
成
す
、
故
に
日
く
、
明
。
所
謂
、
事
に
主
た
り
て

日
々
成
る
と
は
、
徳
を
積
む
な
り
。
而
し
て
民
、
之
に
安
ん
じ
、

其
の
利
す
る
所
以
を
知
ら
ず
。
善
を
積
む
な
り
。
而
し
て
民
、
之

を
道
と
し
、
其
の
然
る
所
以
を
知
ら
ず
、
而
し
て
天
下
、
之
を
神
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明
に
比
す
る
な
り
。

争
、
不
費
に
戦
ひ
、

る
所
以
を
知
ら
ず
、

兵
に
主
た
り
て
日
々
に
勝
つ
と
は
、
常
に
不

而
し
て
民
、
服
す
る
所
以
を
知
ら
ず
、
畏
る

而
し
て
天
下
、
之
を
神
明
に
比
す
。
2
9
」

古
の
、
「
摩
」
に
長
け
た
者
は
、
釣
り
針
を
操
り
深
淵
に
臨
み
、

餌
を
つ
け
て
針
を
投
げ
入
れ
れ
ば
、
必
ず
魚
を
得
る
と
い
っ
た
も

の
の
様
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
「
中
心
と
な
っ
て
物
事
を
行
い
、
日

々
に
そ
の
成
果
を
挙
げ
て
も
、
人
々
に
は
わ
か
ら
な
い
」
し
、
「
軍

の
中
心
と
し
て
日
々
勝
ち
続
け
て
も
人
は
恐
れ
な
い
。
」
と
言
う
の

で
あ
る
。
（
事
前
に
事
を
つ
か
み
対
応
し
て
い
る
の
で
、
自
然
な
形

と
し
か
思
わ
れ
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
釣
り
の
よ
う
に
然
る

べ
く
餌
を
投
げ
入
れ
れ
ば
、
水
の
中
は
見
え
な
く
と
も
、
魚
は
食

い
つ
く
様
に
当
然
の
成
果
な
の
で
あ
る
。
）
聖
人
は
、
こ
の
様
な
事

を
陰
か
に
構
想
す
る
。
だ
か
ら
、
「
神
」
（
人
の
合
理
的
判
断
で
捕

え
ら
れ
ぬ
、
目
に
見
え
ぬ
は
た
ら
き
、
深
層
意
識
。
）
と
言
わ
れ
る
。

そ
の
こ
と
を
、
は
っ
き
り
し
た
形
で
完
成
さ
せ
る
。
だ
か
ら
、
「
明
」

と
言
わ
れ
る
。

所
謂
「
中
心
と
な
っ
て
物
事
を
行
い
、
日
々
に
そ
の
成
果
を
挙

げ
る
」
と
い
う
の
は
、
徳
を
積
む
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
、
己
に

と
ら
わ
れ
な
い
本
来
の
心
の
は
た
ら
き
に
基
き
行
動
す
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
で
、
民
は
そ
の
現
れ
に
信
頼
し
、
そ
の
よ
う
で
あ
る
こ

と
を
善
し
と
し
て
安
住
す
る
が
、
そ
れ
が
何
故
自
分
た
ち
に
恩
恵

を
与
え
利
す
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
し
て
ま
た
、
そ
れ
は
、
善

を
積
む
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
、
白
い
も
の
を
白
い
と
言
う
あ
り

方
を
継
続
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
民
は
そ
の
あ
り
方
を
道
、

手
本
と
す
る
が
、
そ
れ
が
何
故
そ
う
で
あ
る
の
か
、
何
故
善
で
あ

る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
天
下
、
世
界
の
人
々
は
、

こ
の
よ
う
な
あ
り
方
を
神
明
（
何
故
だ
か
わ
か
ら
な
い
が
、
優
れ

た
も
の
）
に
擬
え
る
の
で
あ
る
。

「
軍
の
中
心
と
し
て
日
々
勝
ち
続
け
る
」
と
い
う
の
は
、
常
に

「
不
争
」
、
「
不
費
」
、
つ
ま
り
、
（
自
）
我
と
（
他
）
我
と
の
対
立

と
い
う
立
場
で
争
う
こ
と
な
く
（
「
不
争
之
徳
」
）
、
積
み
上
げ
た

「
善
」
を
費
や
さ
ず
に
戦
い
（
「
不
費
之
善
」
）
、
あ
る
べ
き
あ
り

方
を
戦
う
こ
と
で
示
す
の
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
れ
ば
民
は
、
何
故

そ
う
で
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
ず
か
ら
従

い
、
自
ず
か
ら
畏
怖
の
念
を
抱
き
、
こ
の
よ
う
な
あ
り
方
を
、
神

明

に

擬

え

る

の

で

あ

る

。

2

9

」

6

釣
者
、
露
餌
而
蔵
鉤
。
故
魚
不
見
鉤
而
可
得
。
賢
者
‘
卿
可
而
開
摩
。

故
人
不
知
摩
而
自
服
。
故
曰
、
主
事
日
成
而
人
不
知
也
。
兵
勝
、
由
於

善
摩
゜
摩
隠
則
無
従
而
畏
。
故
日
、
主
兵
日
勝
而
人
不
畏
也
。

7

潜
謀
陰
密
、
日
用
不
知
、
若
紳
道
之
不
測
。
故
曰
、
紳
也
。
功
成
事
遂
、

娩
然
彰
著
、
故
曰
、
明
也
。
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8

聖
人
者
、
髄
醐
道
而
設
教
、
参
夭
地
而
施
化
、
鮨
光
晦
迩
、
蔵
用
顆

仁
。
故
人
安
得
而
不
知
其
所
以
利
、
従
道
而
不
知
其
所
以
然
。
故
比
之

紳
明
也
。

9

善
戦
者
、
決
禍
於
心
胸
、
禁
邪
於
未
萌
。
故
不
率
為
戦
、
師
旅
不
起
。

故
國
用
不
費
、
致
徳
潜
暢
、
玄
風
返
扇
、
功
成
事
就
、
百
姓
皆
得
自
然
。

故
不
之
所
以
服
、
不
知
所
以
畏
、
比
之
於
紳
明
回
。

其
摩
者
、
有
以
平
、
有
以
正
、
有
以
喜
、
有
以
怒
、
有
以
名
、

有
以
行
、
有
以
廉
、
有
以
信
、
有
以
利
、
有
以
卑
10
。
平
者
静
也
。

正
者
直
也
。
喜
者
悦
也
。
怒
者
動
也
。
名
者
骰
也
。
行
者
成
也
。

廉
者
潔
也
。
信
者
明
也
。
利
者
求
也
。
卑
者
餡
也
11
。
故
聖
囚
所

獨
用
者
、
衆
人
皆
有
之
。
然
無
成
功
者
、
其
用
之
非
也
12
。
故
謀
、

莫
難
於
周
密
、
説
、
莫
難
於
悉
聴
、
事
、
莫
難
於
必
成
。
此
三
者
、

剛
圏
囚
然
後
能
之
1

3

0

3

0

」

◎
「
人
」
、
「
唯
聖
人
」
、
道
蔵
本
欠
。
嘉
慶
十
年
本
に
よ
っ
て
補
う
。

其
れ
摩
は
、
平
を
以
て
す
る
有
り
、
正
を
以
て
す
る
有
り
、
喜

を
以
て
す
る
有
り
、
怒
を
以
て
す
る
有
り
、
名
を
以
て
す
る
有
り
、

行
を
以
て
す
る
有
り
、
廉
を
以
て
す
る
有
り
、
信
を
以
て
す
る
有

り
、
利
を
以
て
す
る
有
り
、
卑
を
以
て
す
る
有
り
。
平
は
静
な
り
。

正
は
直
な
り
。
喜
は
悦
な
り
。
怒
は
動
な
り
。
名
は
発
な
り
。
行

は
成
な
り
。
廉
は
潔
な
り
。
信
は
明
な
り
。
利
は
求
な
り
。
卑
は

餡
な
り
。
故
に
聖
人
、
独
り
用
ふ
る
所
の
者
は
、
衆
人
、
皆
之
れ

有
り
。
然
る
に
功
を
成
す
無
き
者
は
、
其
の
之
を
用
ふ
る
こ
と
非

な
れ
ば
な
り
。
故
に
謀
は
、
周
密
な
る
よ
り
難
き
は
莫
く
、
説
は
、

悉
聴
せ
ら
る
る
よ
り
難
き
は
莫
く
、
事
は
必
成
す
る
よ
り
難
き
は

莫
し
。
此
の
三
者
、
唯
、
聖
人
に
し
て
然
る
後
に
之
を
能
く
す
る

の
み
。

30
」

そ
も
そ
も
「
摩
」
に
は
、
種
々
の
方
法
が
あ
る
。
「
平
」
を
用
い
、

「
正
」
を
用
い
、
「
喜
」
を
用
い
、
「
怒
」
を
用
い
、
「
名
」
を
用

い
、
「
行
」
を
用
い
、
「
廉
」
を
用
い
、
「
信
」
を
用
い
、
「
利
」
を

用
い
、
「
卑
」
を
用
い
た
り
す
る
の
で
あ
る
。

「
平
」
と
は
、
「
静
」
、
平
凡
な
事
柄
で
、
冷
静
に
接
す
る
こ
と

に
よ
り
、
相
手
の
対
応
を
見
る
の
で
あ
り
、
「
正
」
と
は
、
「
直
」
、

ま
っ
す
ぐ
包
み
隠
さ
ず
、
直
に
そ
の
こ
と
を
示
す
こ
と
で
、
相
手

の
対
応
を
見
る
。
「
喜
」
と
は
、
「
悦
」
、
喜
ば
し
い
こ
と
に
つ
い

て
、
悦
ん
で
み
せ
る
事
で
、
相
手
の
対
応
を
見
る
の
で
あ
る
。
「
怒
」

と
は
、
「
動
」
、
怒
る
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
、
感
情
を
動
か
し
怒
っ

て
見
せ
る
こ
と
で
、
相
手
の
対
応
を
見
る
。
「
名
」
と
は
、
「
発
」
、

名
誉
、
立
場
に
関
わ
る
こ
と
を
言
い
、
新
た
な
視
野
、
立
場
を
開

き
、
発
し
て
見
せ
る
こ
と
で
、
相
手
の
対
応
を
見
る
。
「
行
」
と
は
、

「
成
」
、
行
動
す
る
こ
と
で
既
成
事
実
を
作
り
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
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う
対
応
す
る
か
を
見
る
。
「
廉
」
と
は
、
「
潔
」
、
潔
く
欲
に
と
ら

わ
れ
な
い
態
度
で
接
す
る
こ
と
に
よ
り
、
相
手
の
対
応
を
見
る
。

「
信
」
と
は
、
「
明
」
、
真
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
相
手
の

対
応
を
見
る
。
「
利
」
と
は
、
「
求
」
、
利
益
を
求
め
て
見
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
相
手
の
対
応
を
見
る
。
「
卑
」
と
は
、
「
語
」
、
へ
り

く
だ
り
、
相
手
の
意
を
迎
え
餡
っ
て
み
せ
る
事
で
、
相
手
の
対
応

を
見
る
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
聖
人
だ
け
が
使
っ
て
い
る
も
の
は
、

衆
人
、
一
般
の
人
々
に
皆
備
わ
っ
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
実
際
に
成
果
を
収
め
る
も
の
が
い
な
い
と
い
う
の
は
、

彼
ら
が
、
自
己
を
基
準
に
判
断
し
、
己
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
た
め
、

そ
の
使
い
方
を
誤
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
謀
」
、
計

画
で
は
、
相
手
に
こ
ち
ら
の
意
図
を
知
ら
れ
ぬ
よ
う
周
到
秘
密
に

す
る
こ
と
以
上
に
難
し
い
も
の
は
な
く
、
「
説
」
、
こ
ち
ら
の
意
図
、

を
示
し
て
動
か
す
と
き
は
、
尽
く
聴
き
従
わ
れ
る
以
上
に
難
し
い

も
の
は
な
く
、
「
事
」
、
そ
の
計
画
の
実
行
は
、
必
ず
完
成
さ
せ
る

こ
と
以
上
に
難
し
い
も
の
は
な
い
。

こ
の
三
者
は
、
聖
人
で
あ
っ
て
初
め
て
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
30」

10

凡
此
十
者
、
皆
摩
之
所
由
而
骰
。
言
人
之
材
性
参
差
、
事
務
愛
化
。
故

摩
者
、
亦
消
息
盈
虚
‘
因
幾
而
動
之
。

12

言
上
十
事
聖
人
獨
用
以
為
摩
而
能
成
功
立
事
。
然
衆
人
莫
不
有
図
‘

所
以
用
之
非
叩
置
。
故
不
能
成
向
。

13

謀
、
不
周
密
、
則
失
幾
而
害
成
。
説
、
不
悉
聴
、
則
違
順
而
生
疑
。
事
、

不
必
成
、
則
止
賀
而
有
殷
。
皆
有
所
難
、
能
任
之
而
無
難
者
、
其
唯
聖

人
乎
゜

故
謀
必
欲
周
密
、
必
揮
其
所
輿
通
者
説
也
。
故
曰
、
或
結
而
無

隙
也
14
。
夫
事
成
、
必
合
於
敷
。
故
曰
、
道
敷
輿
時
相
偶
者
也
150

説
者
聴
、
必
合
於
情
。
故
曰
、
情
合
者
聰
16
。
故
物
蹄
類
、
抱
薪

趨
火
、
燥
者
先
燃
。
平
地
注
水
、
滸
者
先
濡
。
此
物
類
相
應
、
於

勢
瞥
猶
是
也
。
此
言
内
符
之
應
外
摩
也
如
是
17
。
故
曰
、
摩
之
以

其
類
、
焉
有
不
相
應
者
。
乃
摩
之
以
其
欲
、
焉
有
不
聴
者
。
故
曰
、

獨
行
之
道
18
、
夫
幾
者
不
晩
、
成
而
不
抱
、
久
而
化
成
1
9
0
3
1
」

故
に
謀
は
、
必
ず
周
密
な
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
必
ず
其
の
に

通
ず
る
所
の
者
を
択
び
て
説
く
な
り
。
故
に
日
く
、
或
は
結
び
て

隙
無
き
な
り
、
と
。
夫
れ
事
の
成
る
や
、
必
ず
数
に
合
す
。
故
に

日
く
、
道
数
は
時
と
相
ひ
偶
す
る
者
な
り
と
。
説
く
者
の
聴
か
る

る
は
、
必
ず
情
に
合
す
れ
ば
な
り
。
故
に
日
く
、
情
、
合
す
る
者

11

名
、
貴
痰
揚
、
故
曰
、
吸
也
。
行
、
貴
成
功
、
故
曰
成
也
。
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は
聴
か
る
と
。
故
に
物
は
類
に
帰
す
。
薪
を
抱
き
て
火
に
趨
け
ば
、

燥
者
先
づ
燃
ゆ
。
平
地
、
水
を
注
が
ば
、
湿
者
先
づ
濡
ふ
。
此
れ

か
く

物
類
の
相
応
に
し
て
、
勢
に
於
い
て
璧
ふ
れ
ば
、
猶
ほ
是
の
ご
と

ヵ
<

き
な
り
。
此
れ
内
符
の
外
摩
に
応
ず
る
や
、
是
の
如
き
を
言
ふ
。

故
に
日
く
、
之
を
摩
す
る
に
其
の
類
を
以
て
す
れ
ば
、
焉
ん
ぞ
相

ひ
応
ぜ
ざ
る
者
有
ら
ん
や
。
乃
ち
之
を
摩
す
る
に
其
の
欲
を
以
て

す
れ
ば
、
焉
ん
ぞ
聴
か
ざ
る
者
有
ら
ん
や
と
。
故
に
日
く
、
独
行

の
道
、
夫
れ
幾
は
晩
か
ら
ず
、
成
り
て
抱
か
ず
、
久
し
く
し
て
化

成

す

、

と

。

3

1

」

そ
れ
故
に
、
「
謀
」
、
計
画
、
は
か
り
ご
と
は
、
必
ず
周
到
秘
密

に
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
必
ず
そ
の
人
が
共
に
心
の
通
じ
あ
う
者

を
選
ん
で
、
そ
の
者
に
そ
の
計
画
を
説
く
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

結
び
つ
い
た
ら
―
つ
の
よ
う
に
隙
間
も
な
い
、
と
言
わ
れ
る
。

そ
も
そ
も
、
そ
の
こ
と
、
計
画
が
完
成
す
る
の
は
、
必
ず
理
に

か
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
車
の
両
輪
の
よ
う
に
、
理

の
あ
る
方
法
は
、
時
と
寄
り
添
う
、
と
言
わ
れ
る
。

こ
ち
ら
の
言
莱
が
聞
き
入
れ
ら
れ
る
の
は
、
必
ず
相
手
の
「
情
」
、

本
音
に
合
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
「
情
」
、
本
音
が
合
致

す
る
も
の
は
聞
き
入
れ
ら
れ
る
、
と
言
わ
れ
る
。

そ
れ
故
に
、
物
事
は
同
質
の
も
の
に
帰
一
す
る
。
薪
を
抱
え
て

火
に
投
げ
込
め
ば
、
よ
り
乾
燥
し
て
い
る
も
の
か
ら
ま
ず
燃
え
る
。

平
ら
な
地
面
に
水
を
注
げ
ば
、
よ
り
湿
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
ま
ず
濡

れ
る
。
こ
れ
が
、
同
類
の
物
事
が
相
応
じ
て
引
き
合
う
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
「
勢
」
、
物
事
の
形
勢
、
流
れ
、
か
た
ち
に
於
い
て
璧

え
れ
ば
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
様
な
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
内

符
」
、
心
の
内
の
割
符
が
、
「
外
摩
」
、
外
か
ら
の
探
り
に
こ
の
よ

う
に
応
ず
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
、
「
類
」
、
そ
の
相
手
の
持
つ
同
質
同
類
の
も
の
を
以

っ
て
「
摩
」
し
、
探
り
を
入
れ
た
な
ら
、
ど
の
よ
う
な
相
手
で
も

必
ず
応
ず
る
、
と
言
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
相
手
の
欲
す
る
も
の
を

以
っ
て
「
摩
」
す
る
な
ら
、
聞
き
入
れ
な
い
者
な
ど
い
な
い
の
で

あ
る
。故
に
、
聖
人
に
し
て
初
め
て
で
き
る
「
独
行
の
道
」
は
、
己
に

と
ら
わ
れ
ず
あ
る
べ
く
あ
る
な
ら
、
そ
も
そ
も
「
幾
」
、
物
事
を
計

画
し
実
行
す
る
き
っ
か
け
、
に
遅
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
完
成

し
て
も
そ
の
成
果
に
し
が
み
つ
い
た
り
し
な
い
。
そ
の
よ
う
に
己

を
越
え
る
こ
と
が
久
し
く
持
続
で
き
る
な
ら
、
や
が
て
聖
人
そ
の

も
の
の
あ
り
方
に
変
化
し
一
体
化
す
る
、
と
言
わ
れ
る
。
3
1
」

14

為
通
者
、
説
謀
、
必
虚
受
、
如
受
石
投
水
、
開
流
而
納
泉
。
如
此
則
何

隙
而
可
得
。
故
曰
、
結
而
無
隙
也
。

15

夫
謀
成
、
必
先
考
合
於
術
敷
。
故
道
、
術
、
時
三
者
相
偶
合
。
然
後
事
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説
者
、
説
之
也
。
説
之
者
、
資
之
也
l

。
飾
言
者
、
椴
之
也
。

個
之
者
、
盆
損
也
2
。
應
射
者
、
利
辮
也
。
利
僻
也
、
軽
論
也
3
0

成
義
者
、
明
之
也
。
明
之
者
、
符
瞼
也
4
。
難
言
者
、
却
論
也
。

却
論
者
、
釣
幾
也
5°

倭
言
者
、
諮
而
田
忠
6
、
誤
言
者
‘
圃
而

田

智
7

、
平
言
者
、
決
而
田
勇
8
、
戚
言
者
、
櫂
而
田
信
9

、
静

言
者
、
反
而
田
勝
10
。
先
意
園
欲
者
、
餡
也
。
繁
稲
文
僻
者
‘
圃

也
。
要
舎
不
疑
者
、
決
也
。
策
選
進
謀
者
、
櫂
皿
。
先
分
不
足
而

窒
非
者
、
反
也
1

1

0

3

2

◎
「
説
者
、
説
之
也
。
」
、
道
蔵
本
「
説
之
者
、
説
之
也
」
に
作
る
。

櫂

第

九

19

見
幾
而
作
、
何
晩
之
有
、
功
成
不
拘
、
何
抱
之
有
。
久
行
此
二
者
、
可

以
化
天
下
。

18

善
於
摩
者
其
唯
聖
人
乎
。
故
日
、
獨
行
之
道
也
。

17

言
内
符
之
應
外
摩
、
得
類
則
應
゜
瞥
猶
水
流
就
漑
、
火
行
就
燥
也
。

16

進
説
而
能
令
聴
者
、
其
唯
情
合
者
乎
。

可
成
而
功
可
立
也
。

上
の
「
之
」
字
術
。
嘉
鹿
十
年
本
に
よ
っ
て
削
る
。
◎
「
干
」
五
字
、

道
蔵
本
総
て
「
子
」
に
作
る
。
嘉
鹿
十
年
本
に
よ
っ
て
改
め
る
。
◎

「
博
」
道
蔵
本
「
博
」
に
作
る
。
嘉
慶
十
年
本
に
よ
っ
て
改
め
る
。

◎
「
縦
舎
不
疑
者
、
決
也
。
策
選
進
謀
者
、
櫂
也
。
」
、
道
蔵
本
「
策

選
進
謀
者
、
櫂
也
。
縦
舎
不
宜
者
、
決
也
。
」
に
作
る
。
句
の
顛
倒
。

「
宜
」
は
「
疑
」
の
誤
。
嘉
慶
十
年
本
に
よ
っ
て
改
め
る
。

権

第

九

説
と
は
、
之
に
説
く
な
り
。
之
に
説
く
と
は
、
之
に
資
る
な
り
。

飾
言
と
は
、
之
に
仮
る
な
り
。
之
に
仮
る
と
は
、
益
損
す
る
な
り
。

応
対
と
は
、
辞
を
利
く
す
る
な
り
。
辞
を
利
く
す
る
と
は
、
軽
論

す
る
な
り
。
義
を
成
す
と
は
、
之
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。
之
を

明
ら
か
に
す
る
と
は
、
符
験
す
る
な
り
。
難
言
と
は
、
論
を
却
＜

る
な
り
。
論
を
却
く
と
は
、
幾
を
釣
る
な
り
。
侯
言
は
、
餡
い
て

も
と

忠
を
干
む
。
誤
言
は
、
博
く
し
て
智
を
干
む
。
平
言
は
、
決
し
て

勇
を
干
む
。
戚
言
は
、
権
り
て
信
を
干
む
。
静
言
は
、
反
し
て
勝

を
干
む
。

意
に
先
ん
じ
て
欲
を
承
く
る
は
、
餡
な
り
。
文
辞
を
繁
称
す
る

し
ょ
う
し
ゃ

は
博
な
り
。
縦
舎
、
疑
は
ざ
る
は
、
決
な
り
。
策
選
進
謀
す
る
は
、

権
な
り
。
先
づ
分
足
ら
ざ
る
に
窒
非
す
る
は
、
反
な
り
。

32
」
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「
説
」
、
説
く
と
い
う
こ
と
は
、
具
体
的
な
相
手
に
説
く
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
、
相
手
に
説
く
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
相
手

か
ら
こ
ち
ら
の
望
む
言
葉
を
取
る
こ
と
で
あ
る
。
「
飾
言
」
、
言
莱

を
飾
る
と
い
う
の
は
、
相
手
の
あ
り
方
に
因
る
の
で
あ
る
。
相
手

の
あ
り
方
に
因
る
と
い
う
の
は
、
言
葉
を
増
減
す
る
の
で
あ
る
。

「
応
対
」
、
と
は
、
言
葉
を
速
や
か
に
す
る
の
で
あ
る
。
言
葉
を
速

や
か
に
す
る
と
い
う
の
は
、
軽
論
す
る
こ
と
、
言
葉
を
軽
や
か
に
、

深
刻
に
せ
ず
に
話
す
の
で
あ
る
。
「
成
義
」
、
筋
を
通
す
と
い
う
の

は
、
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
と
い
う
の
は
、
実
証
す
る
の
で
あ
る
。
「
難
言
」
、
言
葉

で
な
じ
る
と
は
、
相
手
の
論
、
言
っ
て
い
る
こ
と
を
退
け
る
の
で

あ
る
。
言
っ
て
い
る
こ
と
を
退
け
る
と
は
、
幾
を
釣
る
、
相
手
の

本
音
の
き
ざ
は
し
を
釣
り
上
げ
る
の
で
あ
る
。

「
倭
言
」
、
お
も
ね
る
言
葉
は
、
餡
っ
て
、
忠
、
真
心
が
あ
る
と

思
わ
せ
た
い
の
で
あ
る
。
「
諫
言
」
、
巧
み
に
人
の
気
を
引
く
言
葉

は
、
博
識
で
あ
り
知
恵
が
あ
る
と
思
わ
せ
た
い
の
で
あ
る
。
「
平
言
」
、

包
み
隠
さ
ず
に
言
う
言
葉
は
、
「
決
」
、
決
め
付
け
る
こ
と
で
勇
気

が
あ
る
と
思
わ
せ
た
い
の
で
あ
る
。
「
戚
言
」
、
心
配
そ
う
な
言
葉

は
、
「
権
」
、
そ
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
と
謀
っ
て
み
せ
る
事
で
、
信

頼
で
き
る
と
思
わ
せ
た
い
の
で
あ
る
。
「
静
言
」
、
強
い
て
冷
静
な

権

第

九

言
菓
は
、
「
反
」
、
自
ら
の
本
音
に
反
し
、
さ
か
さ
ま
の
態
度
で
相

手
に
勝
っ
て
い
る
と
思
わ
せ
た
い
の
で
あ
る
。

相
手
の
気
持
ち
に
先
回
り
し
て
、
そ
の
欲
す
る
と
こ
ろ
を
迎
え

る
の
は
、
「
語
」
、
詔
い
で
あ
る
。
言
葉
数
多
く
、
表
現
を
飾
り
立

て
て
言
う
の
は
、
「
博
」
、
博
識
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
投
げ
出
し

捨
て
て
自
ら
疑
わ
な
い
の
は
、
「
決
」
、
決
め
付
け
、
決
心
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
や
り
方
を
選
び
計
画
を
進

め
る
の
は
、
「
権
」
、
謀
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
は
じ
め
か
ら
そ

れ
に
相
応
し
く
な
い
の
に
わ
き
ま
え
ず
、
相
手
の
言
葉
を
塞
ぎ
、

非
難
す
る
の
は
、
「
反
」
、
さ
か
さ
ま
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
3
2
」

l

説
者
、
説
之
於
彼
人
也
。
説
之
者
、
有
資
於
彼
人
也
。
資
、
取
也
。

2

説
者
、
所
以
文
飾
言
語
、
但
個
借
以
求
入
於
彼
、
非
事
要
也
。
亦
既
個

之
、
須
有
損
盆
。
故
曰
、
瑕
之
者
、
損
盆
也
。

3

謂
彼
有
所
問
、
卒
應
而
封
之
者
、
但
便
利
辮
也
。
僻
、
務
便
利
、
故
所

盲
之
事
、
自
然
利
癖
非
至
言
畑
°

4

痰
賀
事
務
以
成
義
理
者
、
欲
明
其
慎
偶
也
。
偵
偽
既
明
、
則
符
瞼
自
闇
□

故
曰
、
明
之
立
‘
符
瞼
也
。
言
或
反
覆
、
欲
相
却
也
。
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ll

己
貰
不
足
、
不
自
知
而
内
訟
、
而
反
攻
人
之
過
、
窒
皿
国
非
、
如
此
者
、

反
也
。

5

言
或
不
合
、
反
覆
相
難
、
所
以
却
論
前
事
也
。
却
論
者
、
必
理
精
而
事

明
、
幾
微
可
得
而
盪
芙
。
故
曰
、
却
論
者
、
釣
幾
也
。
求
其
深
微
日
釣

也。

7

回
者
、
繁
稲
文
辮
、
以
求
智
名
。
故
曰
‘
回
而
干
智
。

8

決
者
、
縦
舎
不
疑
、
以
求
勇
名
。
故
曰
、
決
而

m國゚

9

戚
者
、
憂
也
。
謂
象
憂
戚
而
陳
言
也
。
櫂
者
、
策
選
進
謀
、
以
求
信
名
。

故
曰
、
櫂
而
田
信
。

10

静
言
者
、
謂
象
清
沖
而
陳
言
。
反
者
、
先
分
不
足
、
以
窒
非
以
求
勝
名
。

故
曰
、
反
而
田
勝
。

故
口
者
‘
圃
開
也
。
所
以
闘
閉
情
意
也
。
耳
目
者
、
心
之
佐
助
也
。

所
以
窺
間
見
姦
邪
。
故
曰
、
参
調
而
應
、
利
道
而
動
12
。
故
繋
言

而
不
胤
、
翻
翔
而
不
迷
、
嬰
易
而
不
危
者
、
観
要
得
理
13
。
故
無

6

泊
者
、
先
意
承
欲
、
以
求
忠
名
。
故
曰
、
泊
而
田
忠
。

目
者
、
不
可
示
以
五
色
、
無
耳
者
、
不
可
告
以
五
音
14
。
故
不
可

以
往
者
無
所
開
之
也
。
不
可
以
来
者
無
所
受
之
也
。
物
有
不
通
者
、

閏
囚
故
不
事
也
15
。
古
人
有
言
曰
、
口
可
以
食
、
不
可
以
言
者
、

有
緯
忌
也
。
衆
口
燥
金
、
言
有
曲
故
也
1

6

0

3

3

」

◎
「
機
」
、
道
蔵
本
「
幾
」
に
作
る
。
嘉
慶
十
年
本
に
よ
っ
て
改
め
る
。

◎
「
閥
」
、
「
聖
人
」
、
道
蔵
本
欠
。
嘉
疫
十
年
本
に
よ
っ
て
補
う
。

故
に
口
は
、
機
関
な
り
。
情
意
を
関
閉
す
る
所
以
な
り
。
耳
目

は
、
心
の
佐
助
な
り
。
間
を
窺
ひ
姦
邪
を
見
る
所
以
な
り
。
故
に

日
く
、
参
、
調
ひ
て
応
ず
れ
ば
、
道
に
利
あ
り
て
動
く
、
と
。
故

に
繋
言
し
て
乱
れ
ず
、
開
翔
し
て
迷
は
ず
、
変
易
し
て
危
う
か
ら

ざ
る
者
は
、
要
を
観
、
利
を
得
れ
ば
な
り
。
故
に
目
無
き
者
は
、

示
す
に
五
色
を
以
て
す
べ
か
ら
ず
。
耳
無
き
者
は
、
告
ぐ
る
に
五

音
を
以
て
す
べ
か
ら
ず
。
故
に
往
を
以
て
す
べ
か
ら
ざ
る
者
は
、

之
を
開
く
所
無
き
な
り
。
来
を
以
て
す
べ
か
ら
ざ
る
者
は
、
之
を

受
く
る
所
無
き
な
り
。
物
、
通
ぜ
ざ
る
者
有
り
、
聖
人
は
故
に
事

と
せ
ず
。
古
人
、
言
有
り
、
口
は
以
て
食
ら
う
べ
き
も
、
以
て
言

ふ
べ
か
ら
ず
と
日
ふ
者
は
、
緯
忌
有
る
な
り
。
衆
口
、
金
を
燥
す

は
、
曲
有
る
が
故
な
り
。

33
」

だ
か
ら
、
口
と
は
つ
の
機
関
な
の
で
あ
り
、
情
意
、
本
音
や

気
持
ち
を
開
閉
し
て
出
入
さ
せ
る
道
具
で
あ
る
。
耳
と
目
は
、
心
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の
補
佐
、
補
助
で
あ
る
。
間
、
隙
を
窺
い
知
り
、
不
正
邪
悪
を
見

抜
く
道
具
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
口
、
耳
、
目
の
三
者
が
調
和
し

て
物
事
に
対
応
す
る
な
ら
、
道
、
あ
る
べ
き
あ
り
方
に
効
果
的
に

は
た
ら
く
、
と
言
わ
れ
る
。

そ
れ
故
に
、
言
葉
を
連
ね
て
も
乱
れ
ず
、
あ
ち
こ
ち
と
話
題
を

転
じ
て
も
迷
わ
ず
、
そ
の
言
葉
を
変
化
さ
せ
て
も
危
う
く
な
い
の

は
、
物
事
の
要
を
見
抜
き
、
道
理
を
得
て
然
る
べ
く
対
応
し
て
い

る
か
ら
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
、
目
が
無
い
者
に
は
様
々
な
色
、
文
字
、
文
章
を
示

す
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
耳
の
無
い
者
に
は
様
々
の
音
、
言
葉
を

聞
か
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
れ
故
に
、
言
葉
に
よ
っ
て
つ
か
み
得
る
「
往
」
、
過
去
の
事
柄

で
な
け
れ
ば
、
そ
の
こ
と
を
は
っ
き
り
と
開
き
示
せ
る
相
手
は
い

な
い
。
言
葉
に
よ
っ
て
つ
か
み
構
想
し
得
る
「
来
」
、
将
来
の
事
柄

で
な
け
れ
ば
、
そ
の
こ
と
を
受
け
入
れ
る
相
手
は
い
な
い
。
物
に

は
、
言
葉
に
よ
る
こ
と
で
は
通
じ
な
い
も
の
が
あ
る
。
聖
人
は
、

そ
れ
故
、
事
と
し
て
扱
う
こ
と
は
な
い
。
古
の
人
の
言
葉
に
、
「
ロ

は
何
で
も
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
何
で
も
言
う
こ
と
は
で
き

な
い
。
」
と
い
う
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
忌
緯
、
言
葉
に
す
る
こ

と
を
忌
み
嫌
う
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。
（
そ
れ
は
、
相
手
の
前
提
、

立
場
を
覆
し
て
し
ま
う
様
な
真
実
を
真
実
と
し
て
あ
り
の
ま
ま
に

言
う
こ
と
で
あ
る
。
）
多
く
の
人
が
言
う
言
葉
が
、
金
（
真
実
）
を

16 も
溶
か
す
の
は
、
言
葉
に
は
、
そ
の
人
の
立
場
、
前
提
に
よ
っ
て

「
曲
」
、
曲
が
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。
3
3
」

口
者
、
所
以
骰
言
語
。
故
曰
、
口
者
、
機
閥
也
。
情
意
宜
否
、
在
於

機
開
。
故
曰
、
所
以
闊
閉
情
意
也
。
耳
目
者
、
所
以
助
心
通
理
。
故
曰
、

心
之
佐
助
也
。
心
得
耳
目
、
帥
能
窺
見
間
隙
、
見
彼
姦
邪
。
故
曰
、
窺

間
見
姦
邪
。
耳
向
以
三
者
、
調
和
而
相
應
感
、
則
動
必
成
功
、
吉
無

不
利
、
其
所
図
無

m閻
圏
l

‘
則
以
順
道
而
動
。
故
曰
、
参
調
而
應
、

利
道
而
動
也
。

13

荀
能
親
要
得
理
、
愛
可
曲
成
不
失
。
故
繁
言
紛
他
国
不
胤
、
翻
翔
越

冒
不
迷
。
愛
易
改
常
而
｀
危
者
也
。

14

五
色
、
為
有
目
者
施
。
故
無
目
不
可
得
而
示
。
五
音
、
為
有
耳
者
作
。

故
無
耳
圏
不
可
得
而
告
。
此
二
者
烏
下
文
分
也
。

15

此
不
可
以
往
説
於
彼
者
、
為
彼
暗
滞
無
所
可
開
也
。
彼
所
回
不
来
説

於
此
者
、
鳥
此
浅
局
無
所
可
受
也
。

12 

口
食
可
以
肥
百
憫
、
故
可
食
也
。
口
言
或
可
以
招
百
映
、
故
不
可
以

言
也
。
言
者
、
腸
忌
緯
。
故
曰
、
有
忌
緯
也
。
金
烏
堅
物
、
衆
口
能
礫

之
、
則
以
衆
口
有
私
曲
故
也
。
故
日
、
言
有
曲
故
也
。
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人
之
情
、
出
言
則
欲
聴
、
畢
事
則
欲
成
17
。
是
故
智
者
不
用
其
所

短
、
而
用
愚
人
之
所
長
、
不
用
其
所
拙
而
用
愚
人
之
所
エ
、
故
不

困
也
18
。
言
其
有
利
者
、
従
其
所
長
也
。
言
其
有
害
者
、
避
其
所

短
也
19
。
故
介
虫
之
悼
也
、
必
以
堅
厚
、
蟄
晶
之
動
也
、
必
以
毒

蟄
。
故
禽
獣
国
用
其
長
、
而
談
者
圏
知

oo用
圃
用
也
20
。
故
曰
、

僻
言
圏
五
、
曰
病
、
曰
怨
‘
曰
憂
、
曰
怒
、
曰
喜
21
。
病
者
、
感

衰
氣
而
不
紳
也
22
。
怨
者
、
腸
絶
而
無
主
也
23
。
憂
者
、
閉
塞
而

不
泄
也
24
。
怒
者
、
妄
動
而
不
治
也
25
。
喜
者
、
宣
散
而
無
要
也
260

此
五
者
精
則
用
之
、
利
則
行
之
2

7

0

3

4

」

◎
「
知
」
、
「
而
」
道
蔵
本
「
之
」
、
「
其
」
に
作
る
。
嘉
慶
十
年
本
に

よ
っ
て
改
め
る
。
◎
「
亦
」
、
「
其
」
、
「
有
」
、
道
蔵
本
欠
。
嘉
慶
十
年

本
に
よ
っ
て
補
う
。

人
の
情
、
言
を
出
せ
ば
、
則
ち
聴
か
れ
ん
と
欲
し
、
事
を
挙
ぐ

れ
ば
、
則
ち
成
さ
ん
と
欲
す
。
是
の
故
に
智
者
は
其
の
短
な
る
所

を
用
ひ
ず
、
愚
人
の
長
ず
る
所
を
用
ひ
、
其
の
拙
な
る
所
を
用
ひ

ず
し
て
愚
人
の
エ
な
る
所
を
用
ふ
。
故
に
困
ま
ず
。
其
の
利
有
り

と
言
ふ
者
は
、
其
の
長
ず
る
所
に
従
ふ
な
り
。
其
の
害
有
り
と
言

っ
k

ふ
者
は
、
其
の
短
な
る
所
を
避
く
る
な
り
。
故
に
介
虫
の
憚
き
や
、

せ
き
ち
ウ
？

必
ず
堅
厚
を
以
て
し
、
蟄
轟
の
動
く
や
、
必
ず
毒
蟄
を
以
て
す
。

故
に
禽
獣
は
其
の
長
を
用
ふ
る
を
知
る
、
而
し
て
談
者
も
亦
、
其

の
用
を
知
り
て
用
ふ
る
な
り
。
故
に
日
く
、
辞
言
、
五
有
り
、
日

く
、
病
、
日
く
、
怨
、
日
く
、
憂
、
日
く
、
怒
、
日
く
、
喜
。
病

と
は
、
衰
気
に
感
じ
て
神
な
ら
ざ
る
な
り
。
怨
と
は
、
腸
絶
え
て

主
無
き
な
り
。
憂
と
は
、
閉
塞
し
て
泄
れ
ざ
る
な
り
。
怒
と
は
、

妄
動
し
て
治
ま
ら
ざ
る
な
り
。
喜
と
は
、
宣
散
し
て
要
無
き
な
り
。

此
の
五
者
は
、
精
な
れ
ば
則
ち
之
を
用
ひ
、
利
あ
れ
ば
則
ち
之
を

行
ふ
。

34
」

人
の
情
、
本
音
と
し
て
は
、
何
事
か
を
言
っ
た
な
ら
ば
、
他
人

に
聞
き
入
れ
ら
れ
た
い
と
思
う
も
の
で
あ
り
、
何
事
か
を
行
っ
た

な
ら
ば
、
完
成
さ
せ
た
い
と
思
う
も
の
で
あ
る
。
（
人
は
そ
れ
ほ
ど

ま
で
に
己
に
執
着
す
る
も
の
で
あ
る
。
）
そ
れ
故
に
、
智
者
は
、
己

に
執
着
し
て
自
分
の
劣
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
用
い
た
り
せ
ず
、
愚

人
が
優
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
用
い
、
自
分
の
拙
い
と
こ
ろ
を
用
い

ず
に
、
愚
人
が
巧
み
な
と
こ
ろ
を
用
い
る
。
だ
か
ら
苦
し
む
こ
と

は
な
い
。
そ
の
事
に
利
が
有
る
と
言
う
場
合
、
そ
れ
は
そ
の
優
れ

た
点
に
従
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
害
が
有
る
と
言

う
場
合
、
そ
れ
は
そ
の
劣
っ
た
点
を
避
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
貝
や
亀
な
ど
の
殻
を
持
っ
た
も
の
の
強
さ
は
、
必
ず
そ

の
殻
の
堅
さ
厚
さ
に
因
る
も
の
で
あ
り
、
毒
虫
の
行
動
は
、
必
ず

そ
の
毒
を
持
つ
こ
と
に
因
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
禽
獣
は
、
自

ら
の
持
ち
前
の
優
れ
て
い
る
部
分
を
使
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の

で
あ
り
、
談
者
、
人
に
説
く
者
も
、
そ
の
持
ち
前
の
は
た
ら
き
を

(43) 



18

智
者
之
短
、
不
勝
愚
人
之
長
。
智
者
之
拙
、
不
勝
愚
人
之
工
。
常
能
棄

釦
拙
短
而
用
園
エ
長
。
故
不
困
也
。

19

人
能
従
利
之
所
長
、
避
害
之
所
短
。
故
出
言
必
見
聴
、
畢
事
必
成
功
也
。

20

言
介
虫
之
拝
也
入
堅
厚
以
自
蔵
、
整
晶
之
動
也
、
行
毒
整
以
自
衛
。
此

用
其
所
長
。
故
能
自
免
於
害
。
至
於
他
鳥
獣
、
莫
不
知
用
其
長
以
自
保

17 知
っ
た
う
え
で
用
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
、
言
葉
の
状
態
に
は
五
種
類
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
病
」
、

「
怨
」
、
「
憂
」
、
「
怒
」
、
「
喜
」
で
あ
る
。

「
病
」
と
は
、
気
が
滅
入
っ
て
活
力
が
な
い
の
で
あ
る
。
「
怨
」

と
は
、
腸
が
煮
え
く
り
返
っ
て
、
ど
う
す
る
と
い
う
主
体
的
決
断

が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
「
憂
」
と
は
、
自
分
の
殻
に
閉
じ
こ
も
り
、

外
部
に
そ
の
意
思
が
漏
れ
ず
、
対
応
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
「
怒
」

と
は
、
心
の
調
和
を
失
い
、
感
情
が
妄
動
し
て
止
め
ら
れ
な
い
の

で
あ
る
。
「
喜
」
と
は
、
い
ろ
い
ろ
と
言
い
立
て
る
が
、
要
点
が
な

い
の
で
あ
る
。
こ
の
五
者
は
、
そ
の
状
態
を
自
ら
よ
く
理
解
し
、

精
通
し
た
な
ら
こ
れ
を
用
い
、
相
手
に
効
果
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
を

実

行

す

る

の

で

あ

る

。

3

4

」

可
聴
在
於
合
彼
、
可
成
在
於
順
理
。
此
烏
下
起
端
也
。

27

此
五
者
、
既
失
於
平
常
。
故
用
之
在
精
、
而
行
之
在
利
。
其
不
精
利
則

限
而
止
之
也
。

故
輿
智
者
言
、
依
於
博
、
輿
拙
者
言
、
依
於
辮
、
輿
辮
者
言
、

依
於
要
、
輿
貴
者
言
、
依
於
勢
、
輿
冨
者
言
、
依
於
高
、
輿
貧
者

言
、
依
於
利
、
輿
闘
者
言
、
依
於
謙
、
輿
勇
者
言
、
依
於
敢
、
輿

圏
者
言
、
依
於
醐
。
此
其
術
也
。
而
人
常
反
之
28
。
是
故
輿
智
者

言
将
閂
陶
明
之
。
輿
不
智
者
言
、
将
闘
釦
教
之
、
而
甚
難
為
也

26

喜
者
、
揺
蕩
。
故
宣
散
而
言
無
要
国
。

25

怒
者
、
鬱
勃
。
故
妄
動
而
言
不
治
也
。

24

憂
者
、
快
悟
。
故
閉
塞
而
言
不
泄
也
。

23

怨
者
、
内
動
。
故
腸
絶
而
言
無
主
也
。

22

病
者
、
悦
惚
。
故
氣
衰
而
図
不
紳
也
。

21

五
者
有

全
。
讀
者
感
此
、
亦
知
所
用
而
用
也
。

、
必
失
中
和
而
不
平
暢
。
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29
。
故
言
多
類
、
事
多
愛
。
故
終
日
言
不
失
其
類
卿
事
不
胤
300

終
日
不
愛
而
不
失
其
主
。
故
智
貴
不
妄
31
、
聴
貴
聰
、
智
貴
明
、

辮
貴
奇
3

2

0

3

5

◎
「
賤
」
、
「
愚
」
、
二
箇
所
の
「
以
此
」
、
道
蔵
本
「
賊
」
、
「
過
」
、
「
此

以
」
に
作
る
。
嘉
慶
十
年
本
に
よ
っ
て
改
め
る
。

故
に
智
者
と
言
ふ
は
博
に
依
り
、
拙
者
と
言
ふ
は
緋
に
依
り
、

辣
者
と
言
ふ
は
要
に
依
り
、
貴
者
と
言
ふ
は
勢
に
依
り
、
富
者
と

言
ふ
は
高
き
に
依
り
、
貧
者
と
言
ふ
は
利
に
依
り
、
賎
者
と
言
ふ

は
謙
に
依
り
、
勇
者
と
言
ふ
は
敢
に
依
り
、
愚
者
と
言
ふ
は
鋭
に

依
る
。
此
れ
其
の
術
な
り
。
而
る
に
人
は
常
に
之
に
反
す
。
是
の

故
に
智
者
と
言
ふ
は
、
将
に
此
を
以
て
之
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
。

不
智
者
と
言
ふ
は
、
将
に
此
を
以
て
之
を
教
へ
ん
と
す
。
而
る
に

甚
だ
為
し
難
き
な
り
。
故
に
言
は
類
多
く
、
事
は
変
多
し
。
故
に

す
な
は

終
日
、
言
、
其
の
類
を
失
は
ざ
れ
ば
、
而
ち
事
乱
れ
ず
。
終
日
変

す
な
は

ぜ
ざ
れ
ば
、
而
ち
其
の
主
を
失
は
ず
。
故
に
智
は
不
妄
を
貴
び
、

聴
は
聡
を
貴
ぶ
。
智
は
明
を
貴
び
、
辞
は
奇
を
貴
ぶ
。

35
」

そ
れ
故
に
、
智
者
と
話
す
と
き
は
、
彼
が
価
値
あ
り
と
す
る
博

い
知
識
に
よ
り
、
拙
者
、
鈍
い
人
と
話
す
と
き
は
、
彼
の
憧
れ
る

巧
み
な
弁
舌
に
よ
り
、
弁
者
、
言
薬
巧
み
な
人
と
話
す
と
き
は
、

彼
が
価
値
を
認
め
る
要
点
を
つ
く
こ
と
に
よ
り
、
貴
者
、
地
位
や

身
分
の
高
い
人
と
話
す
と
き
は
、
彼
の
認
め
る
権
勢
に
よ
り
、
富

者
、
資
産
の
あ
る
人
と
話
す
と
き
は
、
彼
の
望
む
高
級
な
も
の
や

こ
と
に
よ
り
、
貧
者
と
話
す
と
き
は
、
彼
の
欲
し
て
い
る
利
益
に

よ
り
、
賎
者
、
身
分
地
位
の
低
い
人
と
話
す
と
き
は
、
彼
の
認
め

る
価
値
で
あ
る
謙
虚
さ
に
よ
り
、
勇
者
と
話
す
と
き
は
、
彼
が
自

ら
侍
む
勇
敢
さ
に
よ
り
、
愚
者
と
話
す
と
き
は
、
彼
の
自
負
す
る

鋭
敏
さ
に
よ
る
。
こ
れ
が
そ
の
術
、
対
応
方
法
で
あ
る
。
そ
れ
な

の
に
、
人
は
自
分
を
中
心
に
も
の
を
見
る
の
で
、
常
に
こ
の
さ
か

さ
ま
を
す
る
。

こ
の
様
で
あ
る
の
で
、
智
者
と
話
す
と
き
は
、
こ
の
術
を
使
っ

て
、
こ
の
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
、
智

な
ら
ざ
る
者
と
話
す
と
き
は
、
こ
の
術
を
使
っ
て
、
こ
の
対
応
す

る
と
い
う
こ
と
を
教
え
よ
う
と
す
る
の
だ
が
、
極
め
て
為
し
難
い

も
の
が
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
言
葉
に
は
、
対
応
を
異
に
す
る
多
く

の
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
物
事
に
は
、
対
応
す
べ
き
変
化

が
多
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
終
日
対
応
し
、
言
葉
が
そ
の
対

応
す
べ
き
類
別
を
見
失
わ
な
け
れ
ば
、
物
事
は
乱
れ
た
り
し
な
い
。

そ
し
て
、
終
日
対
応
し
、
そ
の
物
事
が
こ
ち
ら
の
意
図
に
反
し
て

変
化
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
主
体
性
を
失
う
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
、
「
智
」
、
見
識
、
判
断
は
、
不
妄
、
筋
が
通
っ
て
い
る

こ
と
が
大
切
な
の
で
あ
り
、
「
聴
」
、
理
解
は
、
聡
、
は
っ
き
り
し

て
い
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
「
智
」
は
、
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
が
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大
切
で
あ
り
、
「
辞
」
、
言
葉
は
、
奇
、
優
れ
て
説
得
的
で
あ
る
こ

と
が
大
切
な
の
で
あ
る
。

35
」

2
9
輿
智
者
語
、
将
以
明
斯
術
、
輿
不
智
者
語
‘
卿
以
此
術
教
之
。
然
人

迷
日
久
、
教
之
不
易
、
故
難
為
也
。

3
0
言
者
、
條
流
舛
薗
｝
故
多
類
也
。
事
則
随
時
而
化
。
故
多
愛
也
。
若
言

不
失
類
‘
圃
事
亦
不
胤
固
゜

31

不
胤
、
故
不
愛

°m圏
故
其
主
有
常
。
能
令
有
常
而
不
翌
者
、
智
之

用
也
。
故
其
智
可
貴
而
不
妄
。

3
2
聴
聰
則
偵
偽
不
胤
。
知
明
則
可
否
自
分
。
辮
奇
則
是
非
有
證
。
三
者
能

行
則
功
成
事
立
、
故
須
貴
之
。

2
8
此
量
宜
痰
言
之
術
也
。
不
達
者
反
之
、
則
回
理
而
不
免
成
於
害
也
。
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